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姿川アメニティパークの桜並木

●人　口／59,589人　（ －172）
　男　性／29,666人　（ －98）
　女　性／29,923人　（ －74）
●世帯数／21,495世帯（ －73）

人口と世帯
※平成24年４月1日現在（住民基本台帳） 5月31日（木）

●下野市ホームページ● ●携帯サイト●
QRコード●E-mail●

http://www.city.shimotsuke.lg.jp
info@city.shimotsuke.lg.jp

下野市総合計画後期基本計画
　　　　　　を策定しました

固定資産税・都市計画税 第1期
軽自動車税 第1期
国民年金保険料 4月分
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本
市
で
は
、
総
合
計
画
の
集
大
成
と

し
て
「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
平

成
22
年
度
に
行
っ
た
「
市
民
意
識
調
査
」

の
結
果
や
「
市
民
懇
話
会
」
で
頂
い
た

ご
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
後
期
基

本
計
画
の
策
定
方
針
と
庁
内
策
定
委
員

会
の
策
定
原
案
を
も
と
に
、
総
合
計
画

審
議
会
に
お
い
て
審
議
を
重
ね
、
本
年

２
月
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
き
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
頂
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募

集
）結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

●
意
見
募
集
期
間

　

２
月
８
日
㈬
〜
３
月
８
日
㈭

●
意
見
の
応
募
者
数
及
び
件
数

　

８
名　

43
件

　
（
文
体
・
表
現
や
用
字
・
用
語
に
対
し

て
の
ご
意
見
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。）

　
「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

（
案
）」
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
主
な
ご
意

見
の
概
要
と
、
ご
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
総
合
案
内
↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、次
の
場
所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

①
総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③
南
河
内
図
書
館
（
市
民
課
窓
口
）

※ 
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

３
つ
の「
し
も
つ
け
重
点
戦
略
」

　

こ
の
後
期
基
本
計
画
で
は
、
本
市
の

将
来
像
「
思
い
や
り
と
交
流
で
創
る
新

生
文
化
都
市
」
を
よ
り
確
実
に
、
よ
り

効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、
重
点
的
・

戦
略
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
・
事
業

を
抽
出
し
「
し
も
つ
け
重
点
戦
略
」
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
し
も
つ
け
重
点
戦
略
」
は
次
の
３
つ

の
重
点
戦
略
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
点
戦
略
１

　
《
日
々
の
暮
ら
し
を
守
る
》

重
点
戦
略
２

　
《
交
流
・
き
ず
な
を
つ
く
る
》

重
点
戦
略
３

　
《
強
み
を
発
揮
す
る
》

※ 「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」・

「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

（
概
要
版
）」に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
組
織
か
ら
探
す
↓
総

合
政
策
課
↓
総
合
計
画
）に
お
い
て
公

表
し
て
い
ま
す
。

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議

室
に
お
い
て
市
民
説
明
会
を
開
催

し
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

構
成
や
重
点
戦
略
・
施
策
の
大
綱

の
概
要
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様

に
直
接
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

総合計画後期基本計画
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自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

本
年
度
か
ら
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
、
市
民
や

市
自
ら
が
自
治
を
考
え
、
よ
り
自
立
的

か
つ
主
体
的
な
自
治
体
を
つ
く
り
、
新

た
な
自
治
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
行
う

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
た
め
、
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

市
民
活
動
補
助
事
業
選
考
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

本
年
度
か
ら
市
民
活
動
支
援
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
持
ち
味
を
生
か
し
た
自

主
的
な
取
組
事
業
を
募
集
し
、
審
査
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
事
業
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
の
募
集
に
先
が
け
て
、
市
民
活

動
補
助
事
業
選
考
会
を
設
置
す
る
た
め
、

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

自治基本条例検討委員会 市民活動補助事業選考会

内　容
市民自治の確立に向け、自治に関する基
本的な理念、市政運営の基本的事項等を
定める自治基本条例の検討を行います。

市民活動団体等から応募のあった事業
内容について審査し、補助対象事業の選
考等を行います。

委員の構成 市民、関係団体の代表者、学識経験者等
（20名以内）

市民、学識経験者等（５名以内）

委員の任期
条例に規定する事項等の検討結果を取
りまとめ、市長に報告するまで。（概ね
平成26年３月まで）

委嘱の日から２年

会議開催回数
平成24年度（10回程度）
※ 平成25年度は未定（平成24年7月頃か
ら平成26年3月頃まで）

平成24年度（2回程度）
平成25年度（2回程度）

募集人員 ５名以内 ２名以内

報　酬 日額8,000円

応募資格

①下野市に在住する20歳以上の方
②原則として、下野市で設置する他の審議会、委員会等の委員でないこと
③会議に出席できる方
④下野市議会議員及び下野市職員でないこと

応募方法

総合政策課窓口（国分寺庁舎２階）、または、市ホームページから応募用紙を取得
し必要事項を記入のうえ、次のいずれかの方法で提出してください。
・郵送 〒329-0492　下野市小金井1127
 下野市総合政策課　政策推進グループあて
・FAX （40）5572
・電子メール sougouseisaku@city.shimotsuke.lg.jp
・窓口提出 総合政策課　政策推進グループ（国分寺庁舎２階）

応募期間
５月１日㈫から５月22日㈫まで
※ 郵送、FAX、電子メール、窓口提出のいずれの場合も、５月22日㈫午後５時15
分までに、総合政策課に提出されたものを有効とします。

選考結果 書類審査を行い、６月中旬頃までに応募者全員に通知します。

●問い合わせ先　総合政策課　☎４０－５５５０

委員募集

3　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY
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下野市高齢者保健福祉計画を策定しました その②
　４月号に引続き、５月号では介護保険についてお知らせします。

第１号被保険者の介護保険料改正
　介護保険制度では、介護保険で受けるサービスの費用の一部を介護保険料によってまかなっています。
保険料は３年ごとに見直をすることになっており、本計画期間（平成24年度から平成26年度）の保険料を
次のように設定しました。
　保険料は、本人の所得に応じて段階別に設定され、平成24年度からは、保険料負担の段階区分を７段階
から８段階に変更しました。また、保険料の軽減についても現行第４段階の継続ほか、第３段階でも新た
に軽減を設け、負担能力に応じた、よりきめ細やかな保険料負担段階を設定しました。

【段階別の保険料率と保険料額】 （単位：円）

所得段階 対　　象　　者
保険料率 保険料額（年額）

基準額×負担率 23年度 24~26年度

第１段階 生活保護受給者または老齢福祉年金
受給者で世帯全員が市民税非課税 基準額×0.50 22,800 27,000

第２段階 市民税非課税世帯かつ本人の課税年
金収入＋合計所得金額が80万円未満 基準額×0.50 22,800 27,000

第３段階

特
例

市民税非課税世帯かつ本人の課税年
金収入＋合計所得金額が80万円以上
120万円未満

基準額×0.65 － 35,100

市民税非課税世帯かつ本人の課税年
金収入＋合計所得金額が120万円以上 基準額×0.75 34,200 40,500

第４段階

特
例
本人が市民税非課税であり、課税年
金収入＋合計所得金額が80万円以下 基準額×0.85 38,700 45,900

上記以外で本人が市民税非課税 基準額×1.00
45,600 54,000

月額3,800 月額4,500

第５段階 本人が市民税課税で合計所得が125万
円未満 基準額×1.15 52,400 62,100

第６段階 本人が市民税課税で合計所得が125万
円以上200万円未満 基準額×1.25 57,000 67,500

第７段階 本人が市民税課税で合計所得が200万
円以上300万円未満 基準額×1.50 68,400 81,000

第８段階 本人が市民税課税で合計所得が300万
円以上 基準額×1.60 － 86,400

高齢者保健福祉計画
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介護保険料算定のための事業費見込
　第1号被保険者保険料は、計画期間における3年間の介護保険給付費の合計額によって算定されます。平
成24年度から平成26年度の事業費の見込み額は、次のとおりです。

（単位：千円）
区　　　　分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 合　　計

総給付費（介護給付費＋予防給付費） 2,580,730 2,793,457 2,975,041 8,349,228
特定入所者介護サービス等給付額 117,616 139,223 164,801 421,640
高額介護サービス等給付額 42,454 47,099 52,252 141,805
高額医療合算介護サービス費等支給額 7,000 7,000 7,000 21,000
算定対象審査支払手数料 2,811 3,368 3,501 9,680
地域支援事業費 68,765 68,774 70,457 207,996

計 2,819,376 3,058,921 3,273,052 9,151,349
※地域支援事業費は、介護予防事業に要する費用です。

第１号被保険者の保険料基準額
　第１号被保険者の保険料基準額は、総費用のうち第１号被保険者が負担すべき割合を第１号被保険者数
で除して算定します。
　今回、次のような保険料を取り巻く状況の変化が保険料上昇に影響しました。

●問い合わせ先　高齢福祉課☎52－1115　　納税のご相談は税務課☎40－5554

保険料基準額（月額）４，５００円

算出した保険料基準額は（月額）4,900円となりますが、次のような取組により、4,500円に抑制しました。

●介護保険給付見込量の増加（要介護認定者の増加、施設入所者の増加）
●法改正による第1号被保険者給付負担割合の増

（単位：％）

負担割合 国 県 市 第1号被保険者
（65歳以上）

第2号被保険者
（40歳～ 64歳）

平成21年度～ 23年度 25 12.5 12.5 20 30

平成24年度～ 26年度 25 12.5 12.5 21 29

●介護報酬額の引き上げ（＋0.7％）
●地域区分の適用による介護報酬の引き上げ（＋3.0％）

●市管理の介護給付費準備基金の取り崩し
●栃木県財政安定化基金からの交付
●保険料の段階区分を７段階から８段階へ変更
●第4段階軽減の継続及び第３段階軽減の新設

高齢者保健福祉計画
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下
野
市
で
は
、学
校
、保
護
者
、関
係
機

関
と
の
連
携
の
も
と
、児
童
生
徒
の
個
々
の

特
性
に
応
じ
た
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

子
ど
も
た
ち
一人
一人
が「
の
び
の
び
輝
く
下

野
の
子
」に
育
つ
よ
う
、『
特
別
支
援
教
育

推
進
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た
。概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈〈
保
護
者
、地
域
の
理
解
協
力
〉〉

●
広
報
「
し
も
つ
け
」
へ
の
掲
載

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
情
報
等
を

広
報「
し
も
つ
け
」に
掲
載
し
、保
護
者
や

地
域
に
理
解・協
力
を
求
め
ま
す
。

●
地
域
で
の
交
流
体
験
の
促
進

　

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
が
、地

域
に
お
い
て
交
流
体
験
が
で
き
る
よ
う
、関

係
機
関
の
理
解
協
力
を
得
て
、協
働
で
交

流
体
験
の
場
を
計
画
し
、実
施
し
ま
す
。

〈〈
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
〉〉

●
健
康
福
祉
部
と
の
連
携

　

下
野
市
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ

ば
と
園
」職
員
や
保
健
師
等
と
連
携
し
、必

要
に
応
じ
て
保
護
者
と
の
個
別
相
談
を
し

ま
す
。個
別
相
談
の
内
容
は
、個
人
情
報
に

配
慮
し
な
が
ら
、適
切
な
支
援
の
継
続
に
活

か
し
ま
す
。

〈〈
推
進
体
制
の
充
実
〉〉

●
個
別
の
指
導
計
画
の
活
用

　

学
校
生
活
の
中
で
児
童
生
徒
の
よ
い
と

こ
ろ
を
伸
ば
す
た
め
の
具
体
的
な
目
標
を
、

学
校
と
保
護
者
が
協
力
し
て
設
定
し
ま

す
。２
〜
３
か
月
実
践
し
、目
標
の
見
直
し

を
し
ま
す
。各
学
校
で
全
教
職
員
が
有
効

活
用
に
努
め
ま
す
。

●
巡
回
相
談
の
活
用

　

児
童
生
徒
の
支
援
方
法
や
支
援
内
容
等

に
つ
い
て
、特
別
支
援
教
育
相
談
員
や
特
別

支
援
学
校
教
員
等
の
指
導
助
言
を
受
け
、

全
校
体
制
で
の
指
導
に
活
か
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

☎（
52
）１
１
１
８

下野市特別支援教育推進計画の概要

下野市特別支援教育推進計画

『
下
野
市
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た

<<計画の期間>>

<<計画の対象者>>

<<施策の基本方針>>
●平成２４・２５年度重点施策

平成24～27年度（４年間）   

24・25年　前期 中間評価
26・27年　後期

<<保護者、地域の理解協力>>

●市広報紙への連載
●地域での交流体験の促進

<<関係機関との連携強化>>

●健康福祉部との連携

<<推進体制の充実>>

●個別の指導計画の活用
●巡回相談の活用

●義務教育期間児童生徒
　小学校・中学校・特別支援学校
　　・通常の学級
　　・通級指導教室
　　・特別支援学級

●就学前幼児
　幼稚園・保育園・
　通園施設・在宅・その他

下野市総合計画

下野市
学校教育計画

下野市
障がい者福祉計画

学校教育法 特別支援教育の推進について
（文部科学省通知）

とちぎ教育振興ビジョン

基本目標
『児童生徒が、主体的に生活や学習上の困難を
改善したり、自立や社会参加をめざすための教
育的支援の充実』

めざす子ども像
『のびのび輝く下野の子』
家庭・地域・学校・行政の連携

特別支援教育推進計画
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下
野
市
Ｐ
Ｒ
映
像
の
第
二
弾

が
完
成
し
ま
し
た

　

下
野
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
緊
急
雇
用
創
出

事
業
を
活
用
し
て
、
市
Ｐ
Ｒ
映
像
の
第
二
弾
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の
Ｐ
Ｒ
映
像
は
、
下
野
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発

信
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
、
今
回
の
映
像
は
、

次
の
と
お
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
下
野
市
を
空
か
ら
見
て
み
よ
う
！

２
．
映
像
で
見
る 

下
野
市
年
表

３
．
下
野
市
ゆ
か
り
の
人
物

　

①
「
佐
藤
功
一
」

　

②
「
小
平
重
吉
」

　

③
〜
古
代
編
〜
「
下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
・
道
鏡
」

　

な
お
、
こ
の
映
像
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

地
域
情
報
化
便
利
帳

を
作
成
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
利
用
し
、

誰
も
が
便
利
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

情
報
化
に
よ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
さ
ら
な
る
周
知
と
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
、
情
報
化
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
地
域
情
報
化

便
利
帳
」
を
作
成
し
、
４
月
中
旬
に
皆
様
の
お
宅
に
配

付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
便
利
帳
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
を
ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

暮
ら
し
の
便
利
帳

を
作
成
し
ま
し
た

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き
情
報
や
観
光
情
報
等
を
掲

載
し
た
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
改
訂
版
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
下
野
市
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働

事
業
に
よ
り
、
市
が
行
政
情
報
を
提
供
し
、
広
告
・
出

版
会
社
の
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広
告
の
募
集
か
ら
編

集
・
印
刷
・
製
本
・
配
布
ま
で
全
て
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

制
作
費
用
は
紙
面
に
掲
載
の
事
業
所
や
団
体
の
広
告

収
入
で
賄
う
た
め
、
市
の
経
費
負
担
な
し
で
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け
て
皆
様
の
お
宅
に

順
次
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

地域情報
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Q
A

Q

A

●平成24年度固定資産税・都市
計画税の納税通知書は5月中旬
に発送します。合わせて課税明
細書を同封しますので、課税物
件に誤りがないかご確認くださ
い。なお、所有物件数（土地の筆
数、家屋の棟数）が多い方は、納
税通知とは別に課税明細書が送
付されます。
●平成24年度固定資産税・都市
計画税の全期前納分と第１期分
の納期限は５月31日㈭です。
●口座振替を依頼されている方
は、振替日の前日までに預金残
高の確認をお願いします。
●コンビニエンスストアでも納
付することができます。
　（但し、納期限を過ぎたもの、
納付書１枚あたりの金額が30万
円を超える納付についてはお取
り扱いできませんので金融機関
等で納付してください。）

固定資産税・都市計画税

住民税申告はお済みですか？

納税通知書を発送します

　前納報奨金制度は廃止となり
ましたが、今までどおり納付書
または口座振替による全期前納
（一括納付）はできますので、引
き続き、早期納税へのご協力を
お願いいたします。
◎口座振替のお申し込みをされ
ている方で、全期前納から期別
納付への切り替えを希望される
方は、５月22日㈫までに、税務
課収納グループにご連絡くださ
い。
※切り替え手続きには時間がか
かるため、直前の申し込みには
対応できませんので予めご了解
願います。

確定申告不要制度により、確定申告を行わなかった方のうちア公的
年金以外の所得がある方イ控除内容に変更や追加のある方（公的年
金等の源泉徴収票に配偶者控除・障害者控除・寡婦控除等の記載がな
い、あるいは生命保険料控除・医療費控除等を追加する場合）は、住民
税の申告が必要になります。
ご注意ください
 ・所得税が納付または還付になる方は、税務署での確定申告が必要
になります。
 ・確定申告を行った方は住民税の申告を兼ねていますので、申告の
必要はありません。
 ・所得の有無について確認がとれない方につきましては、後ほどご
確認の通知を差しあげることがあります。

次の①から④のような方は住民税の申告が必要になります。
①給与所得のある方で勤務先から下野市に「給与支払報告書」の提出
がない方。
②給与所得のある方で給与所得以外に所得のあった方。
③営業・不動産・農業等の所得があった方。
④公的年金の所得がある方で確定申告不要制度(※)に当てはまらな
い方。

※平成23年分以後の各年分について、公的年金等の収入金額の合計額が400万円以
下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には
所得税の確定申告をする必要がなくなりました。

平成24年度から個人の市
県民税及び固定資産税・都
市計画税の「前納報奨金」
が廃止になりました

　地価が下落することにより、土地の税額も下がりますか？
　地価の下落により、評価額が前年度より下がった土地でも、負担
調整措置により税額が上昇する場合があります。
　負担調整措置とは、負担水準（評価額に対する前年度課税標準額
の割合）が高い土地は、税額を引き下げたり据え置く一方、負担水準
が低い土地については、段階的に税額を引き上げていく仕組みのこ
とです。

　平成20年９月に住宅を新築しましたが、平成24年度分からの固定
資産税が高くなるのはなぜですか
　新築した家が一定の要件を満たすときは、居住部分120㎡までの
税額が新たに課税されることになった年度から３年度分に限り、固
定資産税額が２分の１に減額される特例があります。この場合、平
成21,22,23年度分については、この特例に該当し減額されていました
が、平成24年度分からこの特例による減額がなくなります。なお、３
階以上の中高層耐火住宅については、一定の要件を満たすときは５
年間に限り、同様の減額措置があります。（平成24年度に減額期間が
終了される方には、納税通知書とは別にハガキで通知します。長期
優良住宅の認定を受けている新築家屋については、減額期間がさら
に２年間延長されています。）

資産税に関するＱ＆Ａ

確定申告不要制度

税のお知らせ
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・
こ
の
納
期
限
以
外
に
随
時
分
と
し

て
特
別
に
納
期
限
を
定
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

 

・
市
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

　

納
期
を
忘
れ
た
り
、納
め
る
の
に
金

融
機
関
に
出
向
い
た
り
す
る
必
要
が

な
い
の
で
、忙
し
い
人
、不
在
が
ち
の

人
に
は
大
変
便
利
で
す
。取
扱
い
金
融

機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
い
金
融
機
関

　

足
利
銀
行
、栃
木
銀
行
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局
、宇
都
宮
農
業
協
同
組

合
、小
山
農
業
協
同
組
合
、足
利
小
山

信
用
金
庫

三
井
住
友
銀
行（
介
護
保
険
料
、後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除
く
）

 

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。納
付
書

（
バ
ー
コ
ー
ド
付
）で
納
付
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。た
だ
し
コ
ン
ビ
ニ
利
用
期

限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

月
納期限納期限納期限税目等

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
5/31 7/2 7/31 8/31 10/1 10/31 11/30 12/25 1/31 2/28

市県民税(普通徴収)

固定資産税・都市計画税

軽自動車税

国民健康保険税(普通徴収)

介護保険料(普通徴収)

後期高齢者医療保険料(普通徴収)

1期

1期

1期

1期

1期

1期

2期

2期

2期

2期

2期

3期

3期

3期

3期

3期

4期

4期

4期

4期

4期

5期

5期

5期

6期

6期

6期

7期

7期

7期

8期

8期

8期

●平成24年度軽自動車税の納税通知書は5月中旬に
発送します。
●平成24年度軽自動車税の納期限は、5月31日㈭で
す。
●口座振替を依頼されている方は、振替日の前日ま
でに預金残高の確認をお願いします。
●コンビニエンスストアでも納付することができ
ます。（但し、納期限内に限ります。）

軽自動車税
納税通知書について

●減免対象軽自動車
 ・身体障がい者、精神障がい者が自ら使用する軽自
動車
 ・身体障がい者、精神障がい者のために生計を一に
する方が使用する軽自動車
 ・構造が身体障がい者等の利用に供するものであ
る軽自動車
　※軽自動車の減免申請は、昨年度以前減免を受け
た方でも毎年申請することが必要となります。
　※普通自動車も所有している方で減免を受けて
いる場合は、軽自動車で減免することはできませ
ん。
●持参していただく物
　身体障がい者手帳、療育手帳または精神障がい者
保健福祉手帳、運転する人の免許証、車検証のコ
ピー、平成24年度軽自動車税納税通知書、印鑑
●申請期間
　5月15日㈫～24日㈭
　（土・日・祝日を除く）
●申請場所
　下野市役所国分寺庁舎1階　税務課
　※申請書は、税務課に備えてあります。また、市
ホームページからもダウンロードできます。

軽自動車税の減免申請について

　車検のある軽自動車税を口座振替されている方
への車検用納税証明書の送付は、毎年6月20日頃と
なります。車検は、有効期限の満了する日の1か月前
から受けることができます。誠に恐れ入りますが、
満了する日が平成24年5月31日から6月30日の場合
は、平成23年度の車検用納税証明書（平成24年5月30
日まで有効）で5月30日までに車検を受けてくださ
い。なお、平成24年度車検用納税証明書（平成25年5
月30日まで有効）は、金融機関からの収税処理が確
認され次第、各庁舎市民課窓口にて申請いただけれ
ば無料で発行します。

間もなく車検を受ける車の軽自動車税を口座振替さ
れている方へお願い

平
成
24
年
度
納
税
ご
よ
み

税のお知らせ
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国民年金
だより

■問い合わせ先
市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
日
本
に
住
ん

で
い
る
人
は
、国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。国
民
年

金
の
加
入
種
別
は
次
の
3
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、学
生
、フ
リ
ー
タ
ー
の
方

な
ど（
第
2
号
・
第
3
号
被
保
険
者
以
外

の
方
）

第
2
号
被
保
険
者

　

会
社
員
、公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

第
3
号
被
保
険
者

　

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

　

健
康
保
険
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶

者
の
方
は
、届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
国

民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
な
ど
、第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

配
偶
者
の
方
）に
該
当
し
ま
す
。国
民
年

金
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
と
、本

人
が
国
民
年
金
保
険
料
を
負
担
し
な
く

て
も
、そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
保
険
料
納

付
済
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
の
手

続
き

◆
配
偶
者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
・
共
済

　

組
合
加
入
者
に
な
っ
た
と
き

◆
結
婚
、収
入
減
、会
社
を
退
職
す
る
な

　

ど
し
て
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
と

　

き
◆
配
偶
者
が
転
職
し
て
加
入
す
る
年
金

　

制
度
が
変
わ
っ
た
と
き

　

届
出
書
に
年
金
手
帳
を
添
え
て
配
偶

者
の
勤
務
先
に
、第
３
号
被
保
険
者
の
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

第
３
号
被
保
険
者
の
住
所
や
氏
名
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
の
手
続
き

◆
住
所
を
変
更
し
た
場
合

　
「
国
民
年
金
被
保
険
者
住
所
変
更
届
」

　

を
配
偶
者
の
勤
務
先
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

◆
氏
名
を
変
更
し
た
場
合

　
「
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
関
係
届
」

　

を
配
偶
者
の
勤
務
先
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

の
手
続
き

◆
配
偶
者
が
退
職（
失
業
）し
た
と
き

◆
離
婚
し
た
と
き

◆
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

◆
収
入
が
増
え
て
配
偶
者
か
ら
扶
養
さ

　

れ
な
く
な
っ
た
と
き

◆
第
2
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に

　

老
齢
年
金
の
受
給
権
が
あ
り
、か
つ
65

　

歳
に
な
っ
た
と
き

　

上
記
の
場
合
、第
１
号
被
保
険
者
と
な

り
、自
分
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、各
庁
舎
市
民
課
に
、社

会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
等
第
３
号
被

保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
の
わ
か
る
書

類
、印
鑑
、年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、万
一
病
気
や

け
が
な
ど
で
障
が
い
を
負
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
や
お
年
寄
り
に
な
っ
た
時
に
、何

の
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
民
課
国
保
年
金
グ
ル
ー

プ（
☎（
40
）5
5
5
6
）ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
3
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
が
就
職
し

て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し

た
と
き

　

第
２
号
被
保
険
者
と
な
り
、保
険
料
は

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
の
で
、勤
務

先
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き
に
つ
い
て 

届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

国民年金だより
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
、厚
生
労
働
大
臣
が
委

嘱
す
る「
民
間
の
奉
仕
者
」で
す
。社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
っ
て
、常
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
相
談
に
応
じ
、関
係
機
関
と
の
つ
な

ぎ
役
と
し
て
社
会
福
祉
増
進
の
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。下
野
市
に
は
５
月
１
日
現

在
、１
０
８
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員（
う

ち
６
人
は
、主
任
児
童
委
員
）が
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
と
は
？

　

民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、地
域
福
祉
に
熱

意
の
あ
る
人
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
民
生

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。一
定
の

区
域
を
担
当
し
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
、助
言
や
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
児
童
委
員
と
は
？

　

す
べ
て
の
民
生
委
員
は
、児
童
委
員
も
兼

ね
て
お
り
、児
童
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

柄
も
把
握
し
、児
童
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、児
童
福

祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
に
担
当
し
、児
童

関
係
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
、地
域
を
担
当

す
る
児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
、児
童
福

祉
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い　

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
の
み
な

さ
ん
の
相
談
相
手
で
す
。お
困
り
の
場
合

は
、一
人
で
悩
ま
ず
に
、担
当
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
･
･
･

　

妊
娠
中
の
心
配
ご
と

　

子
育
て
の
不
安

　

し
つ
け
の
悩
み
、親
子
関
係

　

仲
間
づ
く
り
、い
じ
め

　

非
行
、不
登
校
、虐
待　
　

　
　
　
　
　
　

な
ど
で
お
悩
み
の
方

　

毎
年
5
月
12
日
は「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」で
す
。こ
れ
は
、1
9
1
7

年（
大
正
６
年
）５
月
12
日
に
、民
生
委

員
法
の
起
源
と
な
る
済
世
顧
問
制
度
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま

す
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
下
野
市
で
は
、５

月
を
民
生
委
員
活
動
の
強
調
月
間
と

し
、要
援
護
者
宅
の
訪
問
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、子
育
て
・
福
祉
に
関
す
る
相
談
相
手
で
す
。

●
み
な
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
の
立
場
で
親
身
に
相
談
に
乗
り
ま
す
。

●
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
ど
ん
な
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
、紹
介

　

し
ま
す
。

●
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、関
係
機
関
と
の「
つ
な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。

●
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、地
域
で
活
動
す
る
無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
ま
す
。相
談
内
容
の
秘

密
を
守
り
、個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、社
会
福
祉

課（
☎（
52
）1
1
1
2
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

あ
な
た
の
頼
れ
る
相
談
役
で
す

ど
ん
な
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
の

ご相談ください

民生委員・児童委員
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●保育園、学校は曜日により測定場所が異なります。
　庁舎・保育園・小学校は地上50cm地点。中学校は地上1ｍ地点で測定。
●参考　県（保健環境センター（宇都宮市）の地上20ｍ地点）の4月15日(日)の測定結果　0.050μSv／時

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

市
内
放
射
線
量

測
定
結
果

●測定期間　4月1日（日）～4月15日（日）　　　　　　　 単位：μSv／時

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
48
）２
１
２
１

●
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課（
庁
舎
）　　
　
　

☎（
40
）5
5
5
9

　

児
童
福
祉
課（
保
育
園
）　

☎（
52
）1
1
1
4

　

学
校
教
育
課（
学
校
）　　

☎（
52
）1
1
1
8

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　
　
　
　
　

 

☎（
40
）５
５
５
５

B
q／
kg

単
位
：

放
射
線
量
測
定
・
放
射
性
物
質
検
査
結
果

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

http://w
w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp/

採水場所

測定場所 最小値～最大値

南河内第１配水場
石橋第１配水場
国分寺第１配水場
南河内第２配水場
石橋第２配水場
国分寺第２配水場

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

暫定指標値
(乳児飲用暫定規制値) 300(100) 200 200

ヨウ素
131

セシウム
134

セシウム
137

防
災
メ
モ 

震
災
に
備
え
て
シ
リ
ー
ズ
⑨

今
回
は
「
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
」

に
つ
い
て
で
す
。

施　

設

庁　

舎

保　

育　

園

中　

学　

校

水
道
施
設

3
月
5
日
3
月
21
日

採
取
日

国分寺庁舎

南河内庁舎

石橋庁舎

グリム　　　　（月）

薬師寺　　　　（火）

吉田　　　　　（水） 

しば　　　　　（木）

こがねい　　　（金）

南河内中　　　（木）

南河内第二中　（金）

石橋中　　　　（木）

国分寺中　　　（月）

0.06～0.08

0.06～0.08

0.09～0.12

0.12

0.10～0.11

0.09～0.12

0.08

0.08

0.09

0.06

0.09

0.08

測定場所 最小値～最大値

小　

学　

校

薬師寺小　　　（月） 

吉田東小　　　（火） 

吉田西小　　　（水）

緑小　　　　　（木）

祇園小　　　　（金） 

石橋小　　　　（月） 

古山小　　　　（火） 

石橋北小　　　（水）

細谷小　　　　（金）

国分寺小　　　（月） 

国分寺西小　　（火） 

国分寺東小　　（水）

0.09

0.11

0.12

0.08

0.08

0.10

0.11

0.13

0.09

0.08

0.10

0.10

 防　災
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『
生
ご
み
処
理
機
器
・
処
理

容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）設
置

費
の
補
助
』

犬
猫
の
避
妊
及
び
去
勢

手
術
補
助
金
交
付
が
は

じ
ま
り
ま
し
た

『
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県

民
運
動
に
参
加
・
ご
協
力

を
！
今
年
は
５
月
27
日
！
』

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

問い合わせ先 

環境課 40-5559

特
定
家
電
製
品
と
パ
ソ

コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
！

　

毎
年
５
月
30
日（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の

日
）を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
一

斉
清
掃（
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県

民
運
動
）を
今
年
は
５
月
27
日
㈰

に
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
の
方
法
は
、自
治
会
及
び

市
内
の
企
業
を
基
本
と
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
計
画
に
よ
り
実
施
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、収
集
し
た
ご
み
の
持
ち

帰
り
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、収
集
さ
れ
た
ご
み
は
ご
自

宅
へ
持
ち
帰
り
、分
別
し
た
あ
と

指
定
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
道
路
・
公
園
な
ど
公
共
の
場
所

の
ご
み
を
収
集
し
、民
有
地
の
ご

み
に
つ
い
て
は
収
集
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。ま
た
、公
共
の
場
所

に
タ
イ
ヤ
や
廃
家
電
な
ど
が
投

棄
さ
れ
て
い
る
場
合
は
収
集
し

な
い
で
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
願

い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、市
で
は
生
ご
み
の
家

庭
処
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
は
、ご
み
の
減

量
化
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な

く
、生
ご
み
の
い
や
な
臭
い
や
排

出
時
の
汁
だ
れ
等
衛
生
面
で
の

問
題
解
決
に
有
効
で
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
器
及
び
処
理

容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）の
設
置
費

用
を
次
の
よ
う
に
補
助
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
処
理
機
の
補
助

　

設
置
費
の
２
分
の
１
を
補
助

し
ま
す
。限
度
額
は
、２
０
，０
０

０
円
で
す
。

●
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス

ト
）の
補
助

　

設
置
費
の
２
分
の
１
で
１
世

帯
２
基
ま
で
を
補
助
し
ま
す
。

　

限
度
額
は
、１
基
４
，０
０
０

円
で
す
。

　

市
で
は
、犬
猫
の
避
妊
及
び
去

勢
手
術
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

①
本
市
に
居
住
し
、住
民
基
本
台

帳
又
は
外
国
人
登
録
原
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

③
そ
の
飼
育
す
る
犬
猫
に
つ
い

て
、獣
医
師
に
お
い
て
避
妊
又
は

去
勢
手
術
を
行
う
者
で
あ
る
こ

と
。

●
補
助
金
の
額

避
妊
手
術　

犬　

５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

猫　

４
，０
０
０
円

去
勢
手
術　

犬　

４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

猫　

３
，０
０
０
円   

※
補
助
対
象
は
毎
年
度
１
世
帯

当
た
り
犬
１
頭
及
び
猫
１
匹

●
必
要
書
類

 

・
申
請
書
、請
求
書
、領
収
書
の
写

し●
申
請
先

　

添
付
書
類
を
添
え
て
、環
境
課

ま
で
申
請（
手
術
を
行
っ
た
日
か

ら
30
日
以
内
）し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
ま
す
』　
『
譲
っ

て
く
だ
さ
い
』　

情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
中
学
生
用
参
考
書
・
問
題
集
・
幼
児
用
ふ

と
ん（
３
組
）・
ブ
リ
タ
ニ
カ
英
語
教
材（
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
90
本
・
本
90
冊
）・
宇
都
宮

短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
女
子
制
服（
冬

服
・
夏
服
・
鞄
等
一
式
／
上
L
・
下
L
L
）・

キ
ャ
ノ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
純
正
イ
ン
ク（
Ｂ

Ｃ
Ｉ
―
６
、未
使
用
品　

５
色
）・
エ
レ
ク

ト
ー
ン（
ヤ
マ
ハ
）・
南
河
内
中
男
子
制
服 

（
ｓ
サ
イ
ズ
、ウ
エ
ス
ト
68
㎝
）・
学
習
机

（
２
台
）・
デ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
用
イ
ン
ク

（
M
K
9
9
0
ブ
ラ
ッ
ク
2
個
、

M
K
9
9
1
カ
ラ
ー
1
個
）・
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｈ

平
行
定
規
、（
パ
ラ
ラ
イ
ナ
ー
Ｕ
Ｇ
―
Ｍ
Ａ

１
、武
藤
工
業
）・
大
型
犬
用
キ
ャ
リ
ー

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
南
河
内
二
中
男
子
制
服
、体
操
着
・
南
河

内
中
女
子
制
服
、体
操
着（
Ｌ
）・
ロ
ー
チ
ェ

ア
・
男
児
サ
イ
ズ
1
1
0
〜
の
洋
服
・
高
校

生
女
子
用
コ
ー
ト
・
洗
濯
機（
全
自
動
）・
電

子
レ
ン
ジ
・
愛
泉
幼
稚
園
制
服 

（
男
児
、女

児
）・
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着（
男
児
、女
児
）・

ソ
フ
ァ
ー（
一
人
掛
け
）・
子
供
用
ハ
イ
チ

ェ
ア
ー
・
お
も
ち
ゃ（
３
、４
才
以
上
向

け
）・
高
校
生
用
教
科
書（
学
校
・
教
科
問
わ

ず
）・
東
芝
ワ
ー
プ
ロ
・
裁
縫
用
人
体（
ボ
デ

ィ
ー
）・
子
供
用
遊
具（
ブ
ラ
ン
コ
、滑
り
台

な
ど
）・
子
供
用
自
転
車 

（
14
〜
16
イ
ン

チ
）・
む
つ
み
愛
泉
幼
稚
園 

制
服
、体
操
着
、

リ
ュ
ッ
ク
、園
で
使
用
す
る
も
の
・
幼
稚
園

児
用 

プ
ー
ル
バ
ッ
ク
、水
着 

・
第
２
薬
師

寺
幼
稚
園
女
子
用
制
服
、体
操
着（
90
―
１

０
０
）・
電
動
ミ
シ
ン
・
薬
師
寺
幼
稚
園
体

操
服
・
子
供
用
鉄
棒
・
南
河
内
中
学
校
男
子

制
服（
ズ
ボ
ン
ウ
エ
ス
ト
75
㎝
以
上
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
や
登

録
が
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫

（
冷
凍
庫
を
含
む
）、洗
濯
機（
衣

類
乾
燥
機
を
含
む
）の
家
電
４
品

目
と
家
庭
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ

ン
は
、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」と

「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」に
よ

り
、そ
れ
ぞ
れ
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、市
で
は
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

家
電
４
品
目
に
つ
い
て
は
家

電
小
売
店
に
、使
用
済
み
パ
ソ
コ

ン
に
つ
い
て
は
各
パ
ソ
コ
ン

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。な
お
、回
収
す
る
メ
ー

カ
ー
が
な
い
パ
ソ
コ
ン（
自
作
パ

ソ
コ
ン
等
）は「
一
般
社
団
法
人

パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
」で
回

収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま

す
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平成15年10月以降に購入し
たパソコンは、購入時にリサ
イクル料金を負担します。そ
の場合、ＰＣリサイクルマー
クが表示されます。
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き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
案
内

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

館
で
は
、市
民
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
や
高
齢
期

の
介
護
予
防
に
効
果
的
で
す
。ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
目　

的

　

こ
の
施
設
は
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
、

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
対

象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

　

16
歳
以
上
の
市
民
に
限
り
ま

す
。

●
利
用
方
法

①
講
習
会
…
午
後
０
時
40
分
〜

３
時
ま
で

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
、所
定
の

講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
料
金
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、講
習
会
は
予
約
制
で

す
。

　

講
習
日
程
は
、下
記
の
日
程
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

筆
記
用
具
、眼
鏡
な
ど
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

②
会
員
証
の
発
行

　

こ
の
施
設
は「
会
員
制
」の
施

設
で
、下
野
市
が
定
め
た
利
用
料

金
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
習
会
終
了
後
利
用
申
請
書
と

料
金
を
納
入
し
、会
員
証
の
発
行

と
な
り
、利
用
開
始
と
な
り
ま

す
。

●
利
用
時
間

　

平
日
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

１
時
、午
後
２
時
〜
８
時

　

土
・
日
・
祝
祭
日
：
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
１
時
、午
後
２
時
〜
６

時
30
分

●
休
館
日

　

毎
週
水
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
、そ
の
翌
日
）、第
２
木
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、祝
日
の

翌
日（
土
・
日
の
場
合
は
開
館
）、

年
末
年
始

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健

康
」が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
眠
れ
な
い
、食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、精
神
科
医
が
対
応
す

る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
実

施
し
ま
す
。相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日　

程（
月
１
回
開
催
）

　

5
月
15
日
㈫
、6
月
12
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

館●
相
談
員　

精
神
科
医

●
料　

金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

　

☎（
52
）１
１
１
2

●講習会日程表　時間は午後０時40分～３時

5/ 3㈭

6/19㈫

7/ 8㈰

8/ 4㈯

9/ 2㈰

10/5㈮

11/3㈯

12/2㈰

1/14㈪

2/11㈪

3/ 2㈯

●利用料金

一般
（16歳～64歳）

シニア（65歳
以上と障害者
手帳保持者）

1回券
1か月券
3か月券
6か月券
1回券
1か月券
3か月券
6か月券

500円
4,000円
10,000円
15,000円
300円
2,400円
6,000円
9,000円
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５
月
31
日
は

　
　
　

世
界
禁
煙
デ
ー

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
の
健
康

相
談

不
妊
治
療
費
助
成
の

お
知
ら
せ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

禁
煙
教
室
の
お
知
ら
せ

●
日　

時

　

６
月
３
日
㈰

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

●
場　

所

　
（
下
野
会
場
）下
野
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー　

き
ら
ら
館

　
（
小
山
会
場
）小
山
市
立
文
化

セ
ン
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

　
（
野
木
会
場
）野
木
町
保
健
セ

ン
タ
ー

●
対　

象

　

年
中
児
〜
小
学
２
年
生

●
料　

金　

無
料

●
注　

意

　

受
付
時
間
・
対
象
年
齢
が
昨
年

度
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

歯
を
み
が
い
て
か
ら
、ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

フ
ッ
素
塗
布
後
30
分
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
。

　

当
日
は
、ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

も
実
施
し
ま
す
。

＊
歯
の
衛
生
週
間　

６
月
４
日

〜
10
日
＊

●
主　

催

　
（
社
）小
山
歯
科
医
師
会
・
下
野
市

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
6

　

保
険
外
と
な
る
不
妊
治
療（
人

工
授
精
、体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）

を
受
け
た
夫
婦
に
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。４
月
１

日
診
療
分
か
ら
人
工
授
精
も
対

象
と
な
り
、所
得
制
限
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

●
対
象
者

　

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る

夫
婦
で
、次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

○
市
に
１
年
以
上
住
所
が
あ
る
方

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

●
内　

容

○
人
工
授
精（
配
偶
者
間
）

　

治
療
期
間
は
通
算
２
年
度
、申

請
回
数
は
１
年
度
を
ま
と
め
て

年
度
１
回
申
請（
２
年
間
で
合
計

２
回
ま
で
）、助
成
限
度
額
は
１

回
の
申
請
に
つ
き
５
万
円
ま
で

で
す
。

○
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

　

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
指

定
医
療
機
関
で
の
治
療
で
、治
療

期
間
は
通
算
５
年
度
、申
請
回
数

は
初
年
度
年
度
３
回
ま
で
、次
年

度
以
降
年
度
２
回
ま
で（
５
年
間

で
合
計

10
回
ま
で
）、助
成
限
度

額
は
１
回
の
治
療
に
つ
き

10
万

円
ま
で
で
す
。

●
申
請
期
限

治
療
を
受
け
た
翌
年
度
末
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
も

頻
度
の
高
い
肺
炎
球
菌
に
よ
る
、

肺
炎
や
髄
膜
炎
な
ど
の
病
気
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。全
て

の
肺
炎
を
予
防
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、肺
炎
球
菌
に

よ
る
感
染
症
の
約
８
割
を
予
防

で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る（
接

種
費
用
が
保
険
外
と
な
る
）方

で
、次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方○
接
種
日
に
70
歳
以
上
の
方

○
５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方

●
接
種
回
数
と
助
成
額

　

一
人（
生
涯
）１
回
、接
種
費
用

の
う
ち
３
，５
０
０
円（
生
活
保

護
受
給
者
は
８
，０
０
０
円
を
上

限
に
）助
成
し
ま
す
。

●
接
種
方
法

○
小
山
地
区
医
師
会
の
医
療
機

関（
下
野
市
、小
山
市
、上
三
川

町
、野
木
町
）で
接
種
す
る
場
合

①
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
接
種
時
に
は
、医
療
機
関
に
あ

る
予
診
票
に
記
入
し
、年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
保
険
証
等
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
費
用
か
ら
３
，５
０
０
円

を
控
除
し
た
額
で
の
お
支
払
い

と
な
り
ま
す
の
で
、手
続
き
は
特

に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
小
山
地
区
医
師
会
以
外
で
接

種
す
る
場
合

　

本
人
の
入
院
や
通
所
の
関
係

で
、前
述
の
医
療
機
関
以
外
で
接

種
す
る
場
合
は
、事
前
に
予
診
票

と
助
成
申
請
書
が
必
要
と
な
り
、

接
種
後
１
年
以
内
に
市
へ
助
成

金
の
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
が
強
い
依
存
性
を
も
た

ら
し
自
分
の
意
志
だ
け
で
治
す

こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
禁
煙
し
て
健
康

面
・
金
銭
面
・
美
容
面
そ
の
他
生

活
に
関
わ
る
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
実
施
期
間

５
月
〜
７
月
ま
で
の
３
か
月
間

（
原
則
）

●
対
象
者

　

喫
煙
者（
喫
煙
本
数
が
今
ま
で

に
合
計
１
０
０
本
以
上
、ま
た
は

６
か
月
以
上
吸
っ
て
い
て
、か

つ
、こ
の
１
か
月
間
に
、毎
日
も

し
く
は
時
々
吸
っ
て
い
る
方
）

で
、禁
煙
の
実
行
を
希
望
し
て
い

る
方

●
実
施
内
容

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
生

活
に
つ
て
い
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
・
禁
煙
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

●
費
用　

無
料

●
定
員　

10
名
程
度

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

5
月
18
日
㈮

●
初
回
指
導

　

5
月
25
日
㈮
・
29
日
㈫

　

※
希
望
の
日
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所
：
き
ら
ら
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６
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●実施医療機関　（検診日・検診時間については、電話でご確認ください）

平
成
24
年
度
食
生
活
改

善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
の
ご
案
内

　

平
成
24
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
、集
団
検
診

と
医
療
機
関（
個
別
検
診
）の
選
択
方
式
で
実
施
し
ま

す
。受
診
回
数
は
年
度
内
１
回
で
す
の
で
、ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関（
個
別
検
診
）を
ご
希
望
の
方
は
、下
記

の
医
療
機
関
に
直
接
予
約
申
し
込
み
の
う
え
、受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
木
村
婦
人
科
医
院
は
、予
約
の
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。

●
実
施
時
期　

６
月
１
日
〜
平
成
25
年
２
月
28
日

●
検
査
名　

子
宮
頸
が
ん
検
診

●
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

●
個
人
負
担
金　

無
料

●
検
査
内
容　

問
診
・
視
診
・
内
診
・
子
宮
頸
部
細
胞

診
等

●
受
診
方
法

 

・
平
成
24
年
度
下
野
市
が
ん
検
診（
ま
た
は
ヤ
ン
グ
検

診
）受
診
券（
は
が
き
）を
、必
ず
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。受
診
券（
は
が
き
）は
5
月
上
旬
に
届
き
ま
す
。

 

・
検
診
の
結
果
、精
密
検
査
又
は
治
療
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、そ
れ
に
関
す
る
費
用
は
保
険
診
療
で
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
保
険
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
受
診
に
関
す
る
注
意
事
項

①
現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
、ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

②
現
在
婦
人
科
で
治
療
中
、ま
た
は
治
療
終
了
後
2

週
間
以
内
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

③
ス
カ
ー
ト
等
の
支
度
が
便
利
で
す
。

④
生
理
用
品（
ナ
プ
キ
ン
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
検
診
結
果

 

・
市
は
受
診
さ
れ
た
方
の
検
診
結
果
と
精
密
検
査
結

果
に
つ
い
て
、細
胞
検
査
機
関
、受
診
医
療
機
関
よ
り

提
供
を
受
け
ま
す
。

 

・
検
査
結
果
は
、細
胞
検
査
機
関
か
ら
の
結
果
が
届
き

次
第
、健
康
増
進
課
よ
り
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
地
域
で
食
生
活
を

応
援
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
と
定
期
的
な

運
動
習
慣
が
、生
活
習
慣
病
予
防

の
鍵
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

下
野
市
で
は
健
康
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー「
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）」が
地
域
で
活

躍
し
、様
々
な
健
康
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
食
生
活
改
善
推
進

員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）養
成
講
座

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者

　

下
野
市
民
。男
性
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

●
持
ち
物

　

テ
キ
ス
ト
代
１
，０
０
０
円
、

筆
記
用
具
、そ
の
他
参
加
教
室
に

よ
り
ま
す
。

　

※
講
座
終
了
後
、食
改
会
員
と

し
て
活
動
し
て
い
く
際
に
は
年

会
費
１
，０
０
０
円
が
か
か
り
ま

す
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
含

む
）

●
定　

員　

30
名（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
し
込
み

　

６
月
１
日
㈮
ま
で
に
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
内
容

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
内
）☎（
52
）１
１

１
６ 日　時 内　　　容

6月7日㈭
午前９時30分～正午

12月25日㈫
午前9時30分～正午

6月～12月

・開講式（きらら館・研修室）　・食品衛生について
・下野市食生活改善推進協議会の活動紹介

・食事バランスガイドについて
・閉講式（きらら館・研修室）

・市で行う健康教室や食生活改善推進協議会の勉強会等
に参加していただき、食事バランスや運動について学びます。
（詳細は6月7日㈭にご説明します。）

医療機関名 住　 所 電話番号

石橋総合病院

木村クリニック

中央クリニック

樹レディスクリニック

小山市民病院

やまなかレディースクリニック

木村婦人科医院 

クララクリニック

下野市石橋628

下野市祇園1-7-7

下野市薬師寺3154-2

小山市神鳥谷5-18-15

小山市若木町1-1-5

小山市若木町2-11-20

壬生町壬生甲2349

壬生町壬生甲3312-1

53-1134

44-8211

40-1121

20-5505

21-3823

37-8020

0282-82-6136

0282-83-1311
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下
野
市
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

　

市
に
お
け
る
検
診
は
、集
団
検

診
と
医
療
機
関（
個
別
検
診
）の

選
択
方
式
で
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
医
療
機
関（
個
別
検

診
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
集
団
検
診
に
つ
い
て
は
広

報
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

①
〜
③
共
通
事
項

●
受
診
回
数

　

年
度
内
１
回
で
す
。集
団
検
診
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
実
施
方
法

　

①
大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問
診
票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　

②
検
査
結
果
は
、後
日
医
療
機
関
で
確
認
し
、結
果
通
知
書
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　

特
定
健
診
、後
期
高
齢
者
健
康
診
査
は
血
液
検
査
が
あ

り
ま
す
の
で
、受
診
当
日
は
食
事
を
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
は
、5
月
下
旬
に
届
き
ま
す
。

①特定健診

・特定健診受診券
・保険証

対　象　者 検　査　内　容 個人
負担金

受診時
必要なもの

下野市国民健康
保険加入者で40歳
～75歳未満の方

●年齢基準…平成24年度（平成24年4月1日～平成25年3月31日）に
　40歳に達する人から受診日に75歳未満の方です。
●他の医療保険に加入している方は会社の担当者にご確認ください。
●がん検診と同時に受診できます。
●実施期間…6月1日から11月30日（休診日除く）
●問い合わせ先　市民課　☎40－5556（国民健康保険加入者の方のみ）

問診、身長、体重、腹囲
測定、血圧、尿検査、血
液検査、心電図

無料

②後期高齢者健康診査

・後期高齢者健康診
 査受診券
・保険証

対　象　者 検　査　内　容 個人
負担金

受診時
必要なもの

後期高齢者医療制
度に加入している
方

●実施期間…平成24年6月1日から平成25年1月31日（休診日除く）
●問い合わせ先　社会福祉課　☎52－1112

問診、身長、体重、血
圧、尿検査、血液検査、
心電図

無料

③がん検診

●医療機関一覧（個別検診）　特定健診、後期高齢者健康診査は下記のすべての医療機関で受診できます

下野市がん検診受診券
保険証

検　診　名 検　査　内　容 個人
負担金

受診時
必要なもの

大腸がん検診

対象者

40歳以上

●年齢基準…平成24年度（平成24年4月1日～平成25年3月31日）にその年齢に達する人です。
●特定健診、後期高齢者健康診査と同時に受診できます。
●実施期間…平成24年6月1日から11月30日（休診日除く）
●問い合わせ先　健康増進課　☎52－1116

便潜血反応検査（2日法）

前立腺がん検診 50歳以上
（男性）

血液検査
（PSA腫瘍マーカー検査）

肺がん検診 40歳以上 胸部Ⅹ線直接撮影
（必要に応じて喀痰細胞検査）

無料

医療機関名 ☎

石
橋
地
区

国
分
寺
地
区

国
分
寺

南
河
内
地
区

石橋総合病院 53-1134
大栗内科 53-5850
大柳内科・眼科 51-2400
角田内科医院 53-5665
佐藤内科 53-1305
島田クリニック 53-8000
新島内科クリニック 53-8820
ふじたクリニック 51-2727

医療機関名 ☎
海老原医院
(肺がん検診除く) 44-0163

岡田医院 44-0021
小金井中央病院 44-7000
国分寺さくらクリニック 40-0203
ことうだ腎クリニック 44-8345
しもつけ痛みのクリ
ニック（がん検診除く）40-0307

医療機関名 ☎
宮澤クリニック 44-3309
山本整形外科医院 44-6820
グリーンタウンクリニック 44-8311
しもつけクリニック 32-6331
南河内診療所 47-1070
すずき内科・循環器科 40-1260
若草クリニック
(肺がん検診除く) 40-0123
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結
核
定
期
健
診（
南
河
内
地
区
）の
お
知
ら
せ

　

感
染
症
法
に
定
め
ら
れ
た
結

核
定
期
健
診（
胸
部
間
接
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
）を
次
の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。こ
の
健
診
の
対
象
者
は

65
歳
以
上（
平
成
25
年
３
月
31
日

基
準
）の
方
で
、毎
年
１
回
の
健

診
と
な
り
ま
す
。レ
ン
ト
ゲ
ン
健

診
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
の

で
、市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
受
診
票

を
ご
持
参
の
う
え
、最
寄
り
の
会

場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
結
果
は
、異
常
の
あ
る
方

の
み
お
知
ら
せ
し
、医
療
機
関
で

精
密
検
査
を
受
診
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
健
診
結

果
通
知
は
、南
河
内
地
区
健
診
終

了
後
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、勤
務
先
で
受
診
さ
れ
る

方
や
医
療
機
関
で
定
期
的
に
結

核
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
、

集
団
検
診
等
で
肺
が
ん
検
診
を

受
診
さ
れ
る
方
は
、こ
の
結
核
健

診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

健
康
増
進
課（
☎（
52
）１
１
１

６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●結核健診日程

実施日 時　　間 会　　場

６月４日（月）   9：30～11：30 グリーンタウンコミュニティセンター

  9：30～10：00 西区公民館

６月５日（火） 10：20～11：00 薬師寺三丁目公民館

11：20～11：50 谷地賀公民館

  9：30～10：00 西坪山公民館

６月６日（水） 10：20～10：50 台坪山公民館

11：10～11：40 上坪山公民館

  9：40～10：10 成田公民館

６月７日（木） 10：30～11：00 薬師寺六丁目公民館

11：20～11：50 南河内商工会館

６月11日（月） 
  9：40～10：20 南河内図書館南側駐車場

10：40～11：40 仁良川コミュニティセンター

  9：30～10：00 東根公民館

６月12日（火） 10：20～10：50 南河内東公民館

11：10～11：40 絹板台公民館

６月13日（水） 10：00～11：30 グリーンタウンコミュニティセンター

  9：30～10：00 三王山公民館

６月14日（木） 10：20～10：50 吉田東小学校体育館駐車場

11：10～11：40 鯉沼公民館

※この期間に受けられない方は、国分寺地区（8月20日㈪～9月6日㈭）または石橋地区（9月24日㈪～10月9日㈫）
の健診を受けてください。（詳細日程などについては、広報で随時お知らせします。）
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歯
周
疾
患
検
診
の

お
知
ら
せ

月　　日 対　　象　　者 場　　所内　　　容受付時間

　
「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

が
20
本
！
」　

高
齢
期
を
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
、平
成
24
年
度
の

歯
周
疾
患
検
診
を
、医
療
機
関
で

の
個
別
検
診
と
し
て
次
の
よ
う

に
実
施
し
ま
す
。該
当
す
る
方
に

は
、平
成
24
年
度
下
野
市
歯
周
疾

患
検
診
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

の
で
、受
診
時
は
必
ず
受
診
券
と

保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
検
診
実
施
方
法

①
対
象
者

　

40
歳
、50
歳
、60
歳
、70
歳
の
方

（
平
成
25
年
３
月
31
日
基
準
日
）。

な
お
、勤
務
先
で
受
け
ら
れ
る

方
、現
在
歯
周
疾
患
を
治
療
中
の

方
又
は
総
義
歯
の
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

②
受
診
回
数　

年
度
内
１
回

③
検
査
内
容　

問
診
、歯
周
組
織

検
査（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
測
定
等
）

④
受
診
方
法　

受
診
券
を
持
参

し
、直
接
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
実
施
期
間　

６
月
１
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で（
休
診
日
除
く
）

⑥
個
人
負
担
金　

無
料

⑦
検
査
結
果　

受
診
し
た
歯
科

医
院
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
30
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
事
業
と
し
て

歯
周
疾
患
検
診
を
お
こ
な
い
ま

す
。該
当
さ
れ
る
方
に
は
受
診
券

（
ハ
ガ
キ
）を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

左
記
の
医
療
機
関
に
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

●下野市歯周疾患検診受託医療機関

医　療　機　関　名 住　　所 電　話

岩井歯科クリニック 緑1-9-1 40-1177

海老原歯科医院 祇園5-7-3 44-8148

野口歯科クリニック 薬師寺3383 44-8880

山本歯科医院 薬師寺1516-４ 48-0058

飯野歯科医院 下古山986-6 53-3223

伊沢歯科医院 下古山1-12-2 53-0235

金田歯科医院 下古山16-19 53-7475

さくら歯科医院 下古山2-1-6 53-8888

鶴見歯科医院 石橋1562 53-3692

豊田歯科医院 大松山1-4-1 53-0307

原田歯科医院 石橋362 53-0033

山崎歯科医院 石橋284-21 53-0275

おがわら歯科医院 柴1419-10 40-5525

おさの歯科医院 医大前4-9-４ 44-6188

川中子歯科医院 小金井119 40-7464

五月女歯科医院 駅東5-12-15 44-8241

高橋歯科医院 小金井132-6 44-0101

ハラダ歯科医院 小金井1-5-4 44-4182

山中歯科医院 小金井2966 44-0401

増山デンタルクリニック 小金井4-5-2 40-8204

5月16日㈬

5月22日㈫

5月23日㈬

5月28日㈪
5月29日㈫
5月30日㈬
5月31日㈭
6月 3日㈰
6月 5日㈫
6月 6日㈬

6月 7日㈭

6月12日㈫
6月13日㈬

6月14日㈭

6月15日㈮

ポピーくらぶ（リトミック）9:45～10:00 8か月～1歳６か月のお子さん ゆうゆう館

ポリオ予防接種13:30～14:00 生後3か月～90か月までのお子さんで
2回接種していない方 きらら館

4か月児健診13：00～14：00 平成24年1月生 ゆうゆう館
フレッシュママパパ教室
レッスン２13:15～13:30 出産予定日が平成24年7月～9月の方

事前申し込み必要 きらら館

9か月児健診13：00～14：00 平成23年7月生 ゆうゆう館
ポピーくらぶ（リトミック）9:45～10:00 1歳6か月～就園前のお子さん ゆうゆう館
ＭＲ3期集団予防接種13:30～14:30 南河内第二中学校（中学１年生） 南河二中
ポピーくらぶ（リトミック）9:45～10:00 8か月～就園前のお子さん きらら館
フッ素塗布9:30～12:00 年中児～小学2年生 きらら館
3歳児健診13：00～14：00 平成21年3月生 ゆうゆう館
ポピーくらぶ9:45～10:00 就園前のお子さん きらら館
フレッシュママ・パパ教室
レッスン３13:15～13:30 出産予定日が平成24年7月～9月の方

事前申し込み必要 ゆうゆう館

1歳6か月児健診13：00～14：00 平成22年11月生 ゆうゆう館
赤ちゃん広場9:45～10:00 平成24年3月生 ゆうゆう館
特定健診、がん検診、
ヤング健診8:20～10:00 事前申し込み必要 南河内公民館

ポピーくらぶ（リトミック）9:45～10:00 8か月～1歳6か月のお子さん ゆうゆう館

保健メモ　5月号　5月16日→6月15日
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まちの話題

南
河
内
第
二
中
学
校

生
徒
会
が
車
い
す
を

寄
贈

　

南
河
内
第
二
中
学
校
生
徒

会
が
、
福
祉
委
員
会
を
中
心

に
全
校
生
徒
で
ベ
ル
マ
ー
ク

収
集
活
動
に
取
り
組
み
、
今

年
度
８
２
，
８
５
８
円
分
を

集
め
、
こ
の
資
金
を
も
と
に

車
椅
子
３
台
を
購
入
し
、
学

区
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設

「
お
達
者
倶
楽
部
」
に
寄
贈
し

ま
し
た
。
生
徒
会
で
は
今
後

も
地
道
な
社
会
貢
献
活
動
を

す
す
め
て
い
き
た
い
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

石
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

石
橋
中
学
校
に
桜
を

寄
贈

　

石
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

創
立
40
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
石
橋
中
学
校
に
桜
20
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
中
学
校
か
ら
の「
炎

天
下
に
屋
外
活
動
を
行
う
際

の
日
陰
を
作
り
た
い
」
と
の

要
請
に
答
え
、
石
橋
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
益
金
等
に
よ
り
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
と
ヨ
ウ
コ
ウ
ザ
ク
ラ
を

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

自
治
医
大
駅
東
口
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
自
治
医
大
駅
東

口
に
お
い
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
３
月
28
日
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
口
に
は
車
椅
子
対
応
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
や
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

な
ど
で
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
ま
で
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
完
成
に
よ
り
、
自
治
医
大

駅
に
お
い
て
は
東
口
を
利
用

し
て
駅
前
広
場
か
ら
ホ
ー
ム

ま
で
の
移
動
が
容
易
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
・

25
年
度
に
工
事
予
定
で
す
。

栃
木
県
お
も
い
で
リ
ー

グ
２
０
１
１
へ
参
加

　

栃
木
県
お
も
い
で
リ
ー
グ

最
後
の
大
会
と
し
て
３
月
25

日
㈰
に
下
野
ド
リ
ー
ム
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

リ
ー
グ
は
学
童
野
球
が
夏
で

終
わ
り
、
中
学
校
ま
で
の
思

い
出
づ
く
り
や
体
力
維
持
・

技
術
向
上
を
図
る
た
め
、
栃

木
・
茨
城
県
内
の
48
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
交
流
試
合
を
行

う
も
の
で
す
。

　

全
力
プ
レ
ー
、
思
い
出
づ

く
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
野
球

の
楽
し
さ
を
学
び
、
仲
間
と

の
絆
を
深
め
ま
す
。
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福
島
県
飯
館
村
松
川
第
一
仮
設
住
宅

飯
館
自
治
会
役
員
が
サ
ロ
ン
見
学

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

原
発
被
害
を
受
け
、
今
も

多
く
の
村
民
が
避
難
さ
れ

て
い
る
飯
館
村
の
松
川
第

一
仮
設
住
宅
飯
館
自
治
会

役
員
の
皆
さ
ん
が
、
３
月

22
日
㈭
に
市
の
「
地
域
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
ぽ
っ
ぽ
」

を
訪
れ
、
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

自
治
会
は
、
長
期
に
わ

た
る
避
難
生
活
で
、
多
く

の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

な
く
さ
ず
生
活
し
て
い
く

た
め
に
様
々
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の

ひ
と
つ
と
し
て
下
野
市
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
見
学

し
た
も
の
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
利

用
者
か
ら
は
、
村
内
の
様

子
や
高
齢
者
が
暮
ら
す
仮

設
住
宅
の
生
活
状
態
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

が
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
の
一
助
と
な
っ
て
い

る
と
話
し
ま
し
た
。

　

運
営
主
体
の
下
野
市
を

元
気
に
す
る
会
の
鈴
井
会

長
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
、
歌
や
体
操

等
を
行
っ
て
、
会
場
全
員

が
ひ
と
つ
に
な
り
、
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

まちの話題

日
独
交
流
１
５
０
周
年
を

記
念
し
て
グ
リ
ム
の
森
に

菩
提
樹
を
植
樹

　

３
月
28
日
㈬
、
グ
リ
ム
の
森

に
お
い
て
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の

交
流
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、

ド
イ
ツ
大
使
館
、
と
ち
ぎ
日
独

協
会
、
下
野
市
国
際
交
流
協

会
の
協
力
の
も
と
、
ド
イ
ツ
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
菩
提
樹
の
記

念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
27
日
か
ら
４

月
１
日
ま
で
下
野
市
内
に
姉

妹
都
市
中
学
生
交
流
事
業
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
ド
イ
ツ

中
学
生
と
、
昨
年
ド
イ
ツ
を
訪

れ
た
中
学
生
訪
問
団
の
代
表

が
グ
リ
ム
童
話
２
０
０
周
年
記

念
と
し
て
西
洋
ハ
シ
バ
ミ
を
植

樹
し
ま
し
た
。

道
の
駅
し
も
つ
け
が

オ
ー
プ
ン
１
周
年
を

迎
え
ま
し
た

　

道
の
駅
し
も
つ
け
が
平
成

23
年
３
月
26
日
に
オ
ー
プ
ン

し
て
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
㈯
か
ら
28
日
㈬

ま
で
行
わ
れ
た
様
々
な
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
は
多
く
の
来
客

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
３
月
25
日
㈰
に
は
交
流
都
市

の
香
川
県
高
松
市
（
旧
国
分

寺
町
）
の
讃
岐
国
分
寺
太
鼓

保
存
会
に
よ
る
大
太
鼓
の
演
奏

と
讃
岐
う
ど
ん
の
実
演
販
売

も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

百　

歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

松
沼
カ
ネ
さ
ん
（
明
治
45

年
３
月
生
、
柴
在
住
）
が
百

歳
を
迎
え
ら
れ
、
市
か
ら
祝

詞
と
お
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

近
所
に
住
む
娘
さ
ん
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
編
み

物
を
し
て
元
気
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
嫁
さ
ん
に
作
っ

て
も
ら
っ
た
お
か
ゆ
と
、
ご

自
分
で
作
っ
た
野
菜
た
っ
ぷ

り
で
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁

を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
が
信
条

で
あ
り
、
長
生
き
の
秘
訣
の

よ
う
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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下
野
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ク
ラ
ブ
が

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！

　

２
月
26
日
㈰
に
栃
木
市
で
開

催
さ
れ
た
第
38
回
栃
木
市
都
賀

卓
球
大
会
（
小
学
生
の
部
）
に

出
場
し
た
下
野
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球

ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
太

田
修
平
く
ん
（
緑
小
６
年
）
と

伊
澤
恵
さ
ん
（
吉
田
西
小
４

年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ク
ラ
ブ
は

南
河
内
第
二
中
学
校
体
育
館
で

月
・
水
・
木
曜
日
の
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
活
動
し
て
い
ま

す
。（
募
集
対
象
：
小
学
１
年

生
〜
中
学
生
・
一
般
・
高
齢
者
）

見
学
希
望
の
方
は
責
任
者
・
伊

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
で
大
活
躍
！

　

１
月
28
日
㈯
に
栃
木
県
総
合

運
動
場
で
行
わ
れ
た
「
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
予

選
会
」
で
、
一
本
松
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
林
・
梅
山
組

（
4
年
生
以
下
男
子
の
部
）
が

優
勝
、
大
橋
・
三
好
組
（
4
年

生
以
下
女
子
の
部
）
が
第
3
位

に
入
賞
し
、
栃
木
県
代
表
選
手

に
選
ば
れ
、
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

3
月
29
日
㈭
か
ら
31
日
㈯
に

千
葉
県
白
子
町
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
で
は
、
林
・
梅
山
組
が

ベ
ス
ト
8
に
入
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

澤
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

伊
澤
☎
０
９
０
―
８
８
４
１
―

３
７
４
３

平
成
24
年
度
前
期
市
民
卓
球

（
硬
式
／
ラ
ー
ジ
）教
室
開
催

　

卓
球
を
始
め
る
初
心
者
と
、

初
・
中
級
者
の
技
術
の
向
上
を

目
指
し
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
主　

催

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

●
日　

時

　

 

５
月
26
、
６
月
２
、９
、
16
、

23
日
（
土
曜
日
）

　

 

全
５
回　

午
後
１
時
か
ら
４

時
●
場　

所

　

 

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
（
仁

良
川
１
１
４
１
番
地
）

●
参
加
対
象

　

 

市
内
に
お
住
ま
い
お
勤
め
の

小
学
校
３
年
生
以
上
、
一
般

（
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
い

た
し
ま
す
。）

●
参
加
費

　

 

１
人
１
，
０
０
０
円
（
保
険

料
等
を
含
む
）
当
日
、
会
場

受
付
で
徴
収
し
ま
す
。
参
加

回
数
に
よ
る
参
加
費
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん

●
定
員　

 

40
名
（
硬
式
）

15
名
（
ラ
ー
ジ
）

●
申
し
込
み

　

 

５
月
１
日　

午
前
９
時
〜
18

日
午
後
５
時

　

 

各
地
区
体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
申
し
込
む
。

・ 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
（
旧
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
）

・
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

・ 

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

※ 

参
加
申
込
書
は
各
地
区
体
育

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

※ 

電
話
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

●
そ
の
他

　

 

キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
18
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

　

 

卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

　

理
事
長　

水
越　

健
次

　

 

☎（
44
）２
３
８
２　

22
：
00

〜
24
：
00
で
お
願
い
し
ま
す
。

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

Let’s SPORTS
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第
７
回
下
野
市
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
大
会
開
催

●
日　

時　

６
月
24
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　

試
合
開
始
９
時

●
会　

場

　

 

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格

　

 

在
住
及
び
在
勤
者
（
以
外
の

方
と
の
チ
ー
ム
構
成
を
み
と

め
る
）
年
齢
制
限
な
し

●
チ
ー
ム
構
成

① 

交
代
競
技
者
を
含
め
４
〜
８
名

以
内
の
チ
ー
ム
構
成
と
す
る
。

②
女
子
の
部

③ 

混
合
の
部
は
コ
ー
ト
内
で
２

名
以
上
女
子
が
常
時
プ
レ
ー

す
る
事
。

④
審
判
は
各
チ
ー
ム

●
参
加
費

　

 

１
チ
ー
ム　
５
０
０
円
と
す
る
。

（
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
競
技
種
目

① 

女
子
の
部(

ネ
ッ
ト
の
高
さ

２
０
０
㎝
）

② 

混
合
の
部
（
ネ
ッ
ト
の
高
さ

２
１
５
㎝
）

●
競
技
規
則

　

 

社
団
法
人
日
本
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

協
会
競
技
規
則
を
適
用
す
る
。

●
競
技
方
法

ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
用
す
る
こ
と
。

（
無
い
場
合
は
、
貸
し
出
し

い
た
し
ま
す
）

●
注
意
事
項

　

 

申
込
締
め
切
り
後
に
参
加
を

破
棄
し
た
場
合
は
、
参
加
費

を
徴
収
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部
・

海
老
原　

栄
造

　

 

☎（
48
）１
６
４
０

第
７
回
下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
募
集

●
日　

時

　

 

６
月
５
日
㈫　

午
前
８
時
5

分
ス
タ
ー
ト　

※
雨
天
決
行

●
会　

場

　
 

新
宇
都
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
競
技
方
法

　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

　

新
ペ
リ
ア
方
式

●
参
加
資
格

　

下
野
市
民
・
市
内
勤
務
者

●
参
加
費

　

 

４
，
０
０
０
円
（
協
会
年
会

費
１
，
０
０
０
円
含
）

●
プ
レ
ー
費

　

 

５
，
２
０
０
円
（
乗
用
カ
ー

ト
セ
ル
フ
プ
レ
ー
・
昼
食
付
）

●
申
し
込
み
方
法

　

 

左
記
施
設
掲
示
板
の
申
し
込

　

 

競
技
は
３
セ
ッ
ト
で
行
な
い

２
セ
ッ
ト
を
先
取
し
た
チ
ー

ム
を
勝
者
と
す
る
。
ラ
リ
ー

ポ
イ
ン
ト
制
で
先
に
21
点
を

得
た
チ
ー
ム
を
そ
の
セ
ッ
ト

の
勝
者
と
す
る
。

　

 （
ジ
ュ
ー
ス
の
場
合
は
、
２

点
を
勝
ち
越
し
た
チ
ー
ム
を

勝
者
と
す
る
。）

●
表　

彰

　
 

優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
ま
で

表
彰

●
申
込
期
間

　

 

５
月
７
日
㈪
〜
６
月
14
日
㈭

午
後
５
時
ま
で（
期
日
厳
守
）

●
申
し
込
み
先

　

 

下
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

　

〒
３
２
９
―
０
５
１
９

　

下
野
市
大
松
山
１
―
７
―
１

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

 

（
52
）１
１
６
０（
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
）ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
、
国

分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
参
加
申
込
書
の
設

置
、
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　

 

本
大
会
の
代
表
者
会
議
は
行

わ
ず
、
主
管
団
体
で
組
み
合

わ
せ
を
行
う
。

※ 

競
技
参
加
者
は
、
背
番
号
の

付
い
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
ま
た
は
、

み
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

 「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
」「
国
分

寺
公
民
館
」「
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
」

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

５
月
26
日
㈯

●
主　

催

　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
地
区　

伊
澤
剛

　

 

☎（
48
）０
０
１
６

　

石
橋
地
区　

小
野
瀬
富
男

　

 

☎（
53
）５
７
５
８

　

国
分
寺
地
区　

大
根
田
重
美

　

 

☎（
44
）２
６
９
１

第
５
回
レ
デ
ィ
ー
ス
ビ
ギ
ナ
ー

ズ
テ
ニ
ス
大
会
の
ご
案
内

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
首
記
大
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
主　

催

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

●
後　

援　

下
野
市
体
育
協
会

●
日　

時

　

 

６
月
22
日
㈮　

８
時
30
分
集

合　

予
備
日
６
月
29
日
㈮

●
種　

目

　
 

女
子
ダ
ブ
ル
ス（
初
心
者
対
象
）

●
試
合
方
法

　

 

参
加
人
数
に
よ
り
検
討
し
、

当
日
発
表
し
ま
す

●
会　

場

　

 

下
野
市
大
松
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
４
面
）

●
参
加
資
格

　

 

下
野
市
内
の
コ
ー
ト
を
利
用

し
て
い
る
初
心
者
の
方
、
初

め
て
試
合
に
参
加
す
る
方
大

歓
迎
！

●
申
し
込
み

　

 

６
月
５
日
㈪
〜
14
日
㈭
午
後

５
時
ま
で
受
付

●
申
込
先

　

 

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
住
所
、
電

話
番
号
の
記
入
を
必
ず
し
て

く
だ
さ
い
。
記
入
の
な
い
場

合
は
申
し
込
み
が
無
効
と
な

り
ま
す
。（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎（
52
）１
１
２
４
）

●
参
加
料

　

 

２
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収

し
ま
す
。）

※ 

ペ
ア
の
変
更
は
当
日
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※ 

キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。（
参
加
料
は
後
日
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

大
垣

ま
で　

☎（
53
）８
２
０
８
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Let’s SPORTS

The スポ推The スポ推The スポ推The スポ推
スポーツ推進委員会だより Ｎｏ．1

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
24
年
度　

主
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
関
連
行
事

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、よ
り
市
民

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
、今
月
号
よ

り
年
４
回
程
度「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
だ

よ
り
〜T

he

ス
ポ
推
」を
掲
載
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
体
育
指
導
委
員
」か
ら

　
　
　
　
　

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」へ

　

今
ま
で
、体
育
指
導
委
員（
愛
称
：
体

指
）と
慣
れ
親
し
ま
れ
定
着
し
て
お
り
ま

し
た
。昭
和
36
年
に「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」

が
公
布
さ
れ
て
以
来
、50
年
ぶ
り（
昨
年
８

月
）に
全
面
改
正
が
行
わ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
法
」で
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た「
体
育
指

導
委
員
」は「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」と
４

月
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

元
来
、ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
お
よ
び
助
言
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
、他

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お
よ
び
学
校
開
放
な
ど
の

運
営
や
行
政
が
実
施
す
る
各
種
大
会
に
主

体
的
に
関
わ
り
運
営
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
き
た
所
で
す
が
、更
に
行
政
、学
校

そ
し
て
自
治
会
な
ど
の
地
域
組
織
と
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
求
め

ら
れ
る
中
、「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」と
し
て

任
命（
36
名
中
30
名
が
再
任
）さ
れ
、「
市

民
１
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」の
実
現
に
向
け
熱
意

を
持
って
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長　

秋
山
幸
男
）

　

盛
り
沢
山
に
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、ご

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、６
月
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

問い合わせ先 スポーツ推進委員会事務局
（スポーツ振興課）

☎52－1124

日　程 内　容 場　所

　５月　９日（水）

　５月２７日（日）

　６月１０日（日）

　９月　２日（日）

　９月２６日（水）

　９月３０日（日）

１０月　７日（日）

１０月２０日（土）

１１月　４日（日）

１２月　９日（日）

　１月１４日（月）

　１月２０日（日）

　２月　６日（水）

　３月　２日（土）

ママと体操教室（前期）　全８回

春の市民ハイキング

市民体育祭　ティーボール大会

市民体育祭　キンボール大会

ママと体操教室（後期）　全８回

体力運動能力調査

市民体育祭　運動会
市民体育祭　南河内スポーツフェスティバル

秋の正しい市民ウォーキング

栃木オープンキンボールスポーツ大会

南河内地区一周駅伝競走大会

天平マラソン大会

スノーバス

ウォーキング＆ストレッチ教室　全５回

ファミリースキー教室

石橋体育センター

御岳山（青梅市）

大松山運動公園 他２

石橋体育センター 他

石橋体育センター

石橋体育センター

市内３会場

未定

石橋体育センター

南河内庁舎

天平の丘公園

未定

スポーツ交流館

未定

つなごう 心　結ぼう 絆　24
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Let’s SPORTS

スポーツ推進委員のメンバー紹介

スポーツ推進委員の新メンバー紹介

鶴見　敏子（南河内）

バドミントン
インディアカ

できるだけ多くの方にス
ポーツの楽しさを知って
もらいスポーツの輪を広
げたい。

秋山　幸男（会長）
野口　俊明
伊澤　和江
金島　真
須藤　修市
松本　勲
熊谷　美里
浅和　勝明
水橋　芳子
鶴見　敏子
中川　桂子
大山　榮一
中澤　幸弘
梁島　耕治
松山　裕
有野　登代子
小堀　義美
涌井　江以子

川村　博行
梅山　博行
猪瀬　隆夫
前原　章一
木村　信夫
黒川　恵里
橋本　久夫
増渕　進
下山　欽也
大橋　正人
熊倉　きみ代
鈴木　裕之
平井　勲
鶴見　順一
江田　貴光
根本　扶美江
永盛　敦子
菊地　正行

以上（３６名）

趣 味

抱 負

根本　扶美江（国分寺）

ソフトボール

何事も、楽しく、和気あい
あいと頑張りたいと思い
ます。

趣 味

抱 負

永盛　敦子（国分寺）

バスケットボール

スポーツが出来る喜びを
感じながら、皆様と共に
楽しみたいと思います。

趣 味

抱 負

中川　桂子（南河内）

バレーボール
テニス

スポーツを通じて沢山の
方と出会い、交流を図り
ながら楽しく活動して行
きたい。

趣 味

抱 負

大山　榮一（南河内）

剣道

スポーツ推進委員として
市の社会体育の発展に
少しでも力になりたいと
思います。

趣 味

抱 負

菊地　正行（国分寺）

スキー
ウォーキング

スポーツは楽しむもの！
市民の皆様が楽しめるよ
う頑張ります。

趣 味

抱 負
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総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

｢
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺｣

か
ら

の
お
知
ら
せ

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
の
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

事
務
局

　

担
当
：
増
山

　

☎（
44
）０
８
４
９

　

火
・
水
・
木
曜
日

親
子
体
操
教
室

１
st
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
我
が

子
の
心
と
体
の
成
長
を
実
感
し

ま
せ
ん
か
。
運
動
、
遊
び
、
親

子
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
お
子

さ
ん
が
大
き
く
変
り
ま
す
。

●
日　

時

　

 

５
月
14
・
21
・
28
日
、６
月
４
・

11
・
18
・
25
日
、
７
月
２
日

（
計
８
回
）、
月
曜
日
、
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

●
場　

所

　

 

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館

●
募
集
対
象

　

 

開
催
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児

〜
未
就
学
児　

25
組
程
度

（
先
着
順
）

負
担
）

●
持
ち
物

　

 

お
弁
当
、
飲
み
物
、
折
り
た

た
み
傘
、
敷
物
、
保
険
証
の

コ
ピ
ー

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

 

５
月
10
日
、
以
降
は
定
員
ま

で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室

１
st
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
自
分
の
体

を
使
っ
て
壁
を
登
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
が
、
教
室
で
は
安
全
に
楽

し
む
基
本
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学

び
体
幹
を
鍛
え
ま
す
。
教
室
で

基
本
を
習
得
し
た
認
定
者
は
ア

ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体

験
で
き
ま
す
。

●
日　

時

　
 

６
月
９
・
16
・
23
・
30
日
、 

７
月
７
日
（
計
5
回
）
土
曜

日
①
Ａ
コ
ー
ス

　

 

小
学
生
以
下
は
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

②
Ｂ
コ
ー
ス

　

 

中
学
生
以
上
の
大
人
は
午
後

１
時
〜
３
時

●
場　

所

　

 

国
分
寺
運
動
公
園
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
棟

●
募
集
対
象

●
講　

師

　

宇
賀
神
博
子 

先
生

●
参
加
費（
８
回
分
）

　

 

会
員
３
，
６
０
０
円
、
会
員

外
４
，
０
０
０
円
（
幼
児
の

み
保
険
加
入
し
ま
す
）

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

 

５
月
10
日
㈭
、
以
降
は
定

員
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

新
緑
の
シ
ー
ズ
ン
に
軽
め
の

ハ
イ
キ
ン
グ
と
長
瀞
ラ
イ
ン
下

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

●
日　

時

　

５
月
13
日
㈰

　

 

午
前
７
時
30
分　

海
洋
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
出
発
、
午
後
６

時
帰
着
予
定
（
雨
天
決
行
）

●
コ
ー
ス

　

 

秩
父
宝
登
山
ハ
イ
キ
ン
グ
＆

長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
（
乗
船
希

望
者
は
団
体
予
約
を
し
ま

す
）

●
募
集
対
象

　

 

小
学
生
（
保
護
者
付
き
）
以

上　

先
着
25
名
（
19
名
未
満

の
場
合
は
中
止
）

●
交　

通　

貸
切
観
光
バ
ス

●
参
加
費

　

 

会
員
３
，
０
０
０
円
、
会
員

外
３
，
５
０
０
円
（
乗
船
費

１
，
４
０
０
円
／
人
は
自
己

　

 

各
コ
ー
ス
15
名
程
度
（
先
着

順
）

●
講　

師

　

松
本
宏
之
先
生

●
参
加
費（
５
回
分
）

　

 

会
員
は
無
料
、
会
員
外
は
中

学
生
以
下
８
０
０
円
、
成
人

１
，
８
５
０
円
（
保
険
費
）

・ 

会
員
は
無
料
で
す
が
定
員
制

の
た
め
必
ず
事
前
申
し
込
み

を
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

・ 

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
日
程
、
会
場
、
参
加
費
は

別
途
設
定
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

 

５
月
31
日
㈭
、
以
降
は
定
員

ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

「
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺｣

ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
ご
案
内

　

１
年
に
一
度
、
地
域
へ
の
感

謝
の
心
を
込
め
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

●
日　

時

　

５
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場　

所

　

 

国
分
寺
運
動
公
園
と
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
（
雨
天
の
場

合
は
会
場
変
更
）

●
内　

容

① 
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ス
ポ
ー

ツ
ラ
リ
ー
（
５
種
目
）

②
シ
ニ
ア
対
象
ス
ポ
ー
ツ
交
流

教
室
（
初
心
者
も
Ｏ
Ｋ
）

③ 

模
擬
店（
や
き
そ
ば
、綿
ア
メ
、

ポ
ン
菓
子
、
ラ
ム
ネ
な
ど
）

④
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

⑤ 

お
楽
し
み
抽
選
会
（
豪
華
賞

品
）

●
対
象
者

　

 

ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
、

市
外
の
友
人
も
誘
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い

●
参
加
費　

無
料

● 

申
し
込
み
不
要
、
当
日
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
駐
車
場

　

 

国
分
寺
運
動
公
園
周
辺
の
駐

車
場
を
利
用
で
き
ま
す

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
の
24
年
度
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
す

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
や
ご
要

望
を
伺
い
ま
す
。

●
日　

時

　

５
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時　

開
会

●
場　

所

　

 

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

●
参
加
対
象

　

 

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
の
会
員
及

び
国
分
寺
地
区
在
住
の
皆
様

Let’s SPORTS
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43
店
舗
・
事
業
所
を
応
援
団
に
認
定

　

市
内
産
の
農
畜
産
物
を
販
売
・
提
供
す
る

店
舗
や
給
食
を
提
供
す
る
事
業
所
、
そ
し
て

定
期
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人

の
方
を
対
象
と
し
た
下
野
市
地
産
地
消
応
援

団
の
認
定
式
を
３
月
28
日
㈬
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
下
野
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

の
審
査
を
経
て
認
定
さ
れ
た
事
業
所
・
団
体

及
び
学
校
の
方
々
に
認
定
証
を
お
渡
し
す
る

と
と
も
に
一
層
の
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も
引
き
続
き
広
く

募
集
を
続
け
ま
す
の
で
、
一
般
店
舗
や
給
食

事
業
を
展
開
す
る
事
業
所
、
さ
ら
に
は
市
外

に
店
舗
を
持
つ
方
々
は
ぜ
ひ
、
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

応
援
団
に
認
定
さ
れ
た
方（
敬
称
略
）

　

株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
石
橋
店
、
御

菓
子
司　

松
屋
、
下
長
田
ふ
れ
あ
い
直
売
所
、

Ｊ
Ａ
お
や
ま
四
季
彩
農
産
物
直
売
所
、
中
大

領
農
産
物
直
売
所
（
や
さ
い
の
停
車
場
）、
ふ

れ
あ
い
シ
ョ
ッ
プ
国
分
、
か
た
か
ご
亭
・
青

空
市
（
愛
菜
マ
ー
ト
）、
Ｊ
Ａ
お
や
ま
国
分

寺
農
産
物
直
売
所
、
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河

内
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
農
産
物
直
売
所
、
し

ば
な
ん
直
売
所
、
株
式
会
社
道
の
駅
し
も
つ

け
、
下
野
市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

会
、
南
河
内
農
産
物
加
工
組
合
、
グ
リ
ム
工
房
、

国
分
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
会
加
工
部
会
、
企

業
組
合 

ら
ん
ど
ま
あ
む
、
キ
ッ
チ
ン
ゆ
う
が

お
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
し
も
つ
け
、
道
の
駅
し

も
つ
け
加
工
研
究
会
、
有
限
会
社
古
池
商
店
、

株
式
会
社
小
野
口
商
店
、
株
式
会
社
宝
屋
商

事
、
株
式
会
社
倉
井
康
雄
商
店
、
株
式
会
社

ヤ
マ
イ
チ
、
有
限
会
社
今
井
商
店
、
佐
藤
金

物
店
、
し
も
つ
け
地
域
活
性
化
委
員
会
、
薬

師
寺
小
学
校
、
吉
田
東
小
学
校
、
吉
田
西
小

学
校
、
祇
園
小
学
校
、
緑
小
学
校
、
南
河
内

中
学
校
、
南
河
内
第
二
中
学
校
、
石
橋
小
学
校
、

古
山
小
学
校
、
石
橋
北
小
学
校
、
細
谷
小
学
校
、

石
橋
中
学
校
、
国
分
寺
小
学
校
、
国
分
寺
西

小
学
校
、
国
分
寺
東
小
学
校
、
国
分
寺
中
学

校下
野
市
地
産
地
消
応
援
団
の
募
集
を
し
ま
す

◎ 

対
象
は
下
野
市
産
農
畜
産
物
を
販
売
・
提

供
す
る
店
舗
や
給
食
を
提
供
し
た
り
、
定

期
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
所
や
個
人
の
方
で

す
。

◎ 

Ｐ
Ｒ
資
材
を
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
市
の
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

◎
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◎
認
定
申
請
書
は
下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
事
務
局

　

農
政
課　

☎（
48
）２
１
４
３

地産地消だより　下野市地産地消推進協議会

下野市地産地消応援団の認定式が開催されました

地産地消だより

応援団に認定された方に
配られたステッカー
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生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

利
用
案
内

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢

献
活
動
、
ま
た
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
市
民
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト「
Ｙ

ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」の
管
理

運
営

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
情
報
発
信
サ
イ
ト
で
す
。
情

報
発
信
会
員
（
各
種
団
体
等
）

は
団
体
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
の
発
信
が
で
き
ま
す
。
市

民
は
い
つ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
に

登
録
す
れ
ば
、
サ
イ
ト
上
か
ら

参
加
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
管

理

　

市
民
の
力
を
地
域
活
動
に
活

か
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
特

技
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ペ
ー
ス
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
窓
口

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
市
民

活
動
、
学
習
活
動
な
ど
各
種
活

動
に
つ
い
て
の
相
談
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
依
頼
し
た
い
方
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
利
用
登
録
方
法

　

利
用
登
録
申
請
書
に
活
動
実

態
が
わ
か
る
資
料
（
事
業
計
画

書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）
添
付

し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
研
修
室
等
の
利
用
申
請

　

登
録
完
了
後
、
窓
口
で
利
用

申
請
で
き
ま
す
。（
２
か
月
前

か
ら
予
約
受
付
）

●
印
刷
機
の
利
用

　

印
刷
機
は
ど
な
た
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
印
刷
用
紙

は
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。
原

稿
製
版
１
枚
50
円　

印
刷
１
枚

１
円
で
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
9
時

　

 （
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
5
時

ま
で
）

●
休
館
日

　

毎
週
水
曜
日
、
年
末
年
始

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

活
動
が
し
た
い
方
に
対
し
て
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン

ク
に
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
が
あ
っ

た
場
合
に
活
動
を
依
頼
い
た
し

ま
す
。

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
支
援
や
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
各
種
人
材
養
成
講
座
の
開
催

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
や

地
域
支
援
活
動
に
関
す
る
講
座

な
ど
、
み
な
さ
ん
の
地
域
活
動

へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
情
報
の
収
集
と
提
供

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
研
修
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ

や
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
活
動
場
所
の
提
供

　

登
録
団
体
の
会
議
、
研
修
等

に
会
場
を
提
供
し
ま
す
。
交
流

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　
　

参
加
者
募
集

　

子
ど
も
好
き
な
皆
さ
ん
、
託

児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
ま
じ
め
な
基
本

と
、
さ
り
げ
な
く
す
ぐ
で
き
る

気
軽
な
遊
び
で
、
子
ど
も
た
ち

と
良
い
関
係
を
作
る
コ
ツ
を
楽

し
く
学
び
ま
す
。（
託
児
付
き

で
す
）

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

●
講　

師

　

山
中　

悟　

氏　

　

 （
矢
板
市
ぴ
っ
こ
ろ
保
育
園

長
）

●
参
加
費

　

無
料　
（
託
児
も
無
料
）

●
受
講
定
員

　

20
名

　

 （
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
開
催
日
程
と
内
容

第
１
回「
こ
ど
も
っ
て
い
い
①
」

　

６
月
20
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

第
２
回「
こ
ど
も
っ
て
い
い
②
」

　

６
月
27
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

第
３
回「
こ
ど
も
っ
て
い
い
③
」

　

７
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

第
４
回「
ぴ
っ
こ
ろ
保
育
園
見
学
」

　

７
月
14
日
㈯

　

時
間
未
定

※ 

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
へ

繰
り
出
そ
う
。
五
感
を
く
す

ぐ
る
手
作
り
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
み
ん
な
で
体
感
。

第
５
回

「
ま
と
め
・
講
師
と
参
加
者
の

交
流
会
」

　

７
月
18
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

・
下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）１
２
３
６

　
（
電
話
申
し
込
み
可
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
50
号
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

☎（
40
）０
９
１
１

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
50
号
）

生涯学習情報センター通信

昨年の講座の様子
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生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

「
木
の
実
と
ス
パ
イ
ス
の

ク
ラ
フ
ト
講
座
」

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
香
の
ク
ラ
フ

ト
で
く
つ
ろ
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
発
祥
の
木
の
実

と
ス
パ
イ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
伝

統
的
な
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
装
飾

用
ワ
イ
ヤ
ー
や
ビ
ー
ズ
等
で
華
や

か
に
飾
り
つ
け
ら
れ
た
作
品
は
、

ほ
の
か
な
香
り
と
共
に
長
く
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

木
の
実
の
持
つ
や
さ
し
さ
と

華
や
か
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

融
合
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
め
て
の
方
で
も
楽
し
ん
で

製
作
し
て
い
た
だ
け
る
作
品
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
日
程（
毎
回
金
曜
日・全
４
回
）

　

５
月
25
日
、
６
月
22
日
、

　

７
月
20
日
、
８
月
24
日

●
時　

間

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
講
座
内
容
と
材
料
費

　
第
１
回　

 

ツ
オ
ッ
プ
の
額
飾
り

　
第
２
回　

 

ウ
サ
ギ
の
ル
ー
シ
ー

　
第
３
回　
夏
の
コ
サ
ー
ジ
ュ

　
第
４
回　
ハ
ー
ト
の
置
物

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」

相
談
窓
口

　

左
記
の
日
程
に
よ
り
、「
Ｙ

ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
に
つ
い
て
、
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
、
指
導
等

に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
５
月
の
相
談
日

　

10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

●
６
月
の
相
談
日

　

７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

　
（
す
べ
て
木
曜
日
）

●
時　

間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
会　

場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

 http//shim
otsuke.

genki365.net

●
材
料
費

　

６
，０
０
０
円
（
全
４
回
分
）

※
初
回
に
徴
収
し
ま
す
。

●
講　

師

　

木
下　

順
子　

氏

　

 （
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ミ
ル
フ
ル
ー
ル
フ
ラ
ワ
ー
ス

ク
ー
ル
講
師
）

●
定　

員　

15
名

●
受
け
付
け
締
め
切
り

　

５
月
22
日
㈫

●
持
参
す
る
物

　

 
花
ば
さ
み
、
ペ
ン
チ
（
い
ず

れ
も
貸
し
出
し
可
）、
小
皿
、

筆
記
用
具

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

※ 

講
座
開
催
に
先
立
ち
、
５
月

８
日
㈫
〜
20
日
㈰
ま
で
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
て
「
木
の
実

と
ス
パ
イ
ス
の
ク
ラ
フ
ト
作

品
展
示
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
市

民
と
行
政
の
協
働
に
関
す
る
意

見
具
申
書
に
つ
い
て
」

〜
平
成
23
年
度
下
野
市
社
会

教
育
委
員
意
見
具
申
書
〜

　

３
月
22
日
㈭
下
野
市
社
会
教

育
委
員
か
ら
永
山
教
育
委
員
長

に
対
し
、
意
見
具
申
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
社
会
教
育
委
員
は
平

成
21
年
度
に
「
下
野
市
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
団

塊
世
代
の
人
材
活
用
に
よ
る
活

性
化
方
策
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
答
申
書
を
提
出
し
て
お
り
、

そ
の
後
の
２
年
間
で
よ
り
具
体

的
な
協
働
事
例
の
研
究
を
す
す

め
、
今
回
の
意
見
具
申
書
の
提

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
申
書
で
は
下
野
薬
師
寺
歴

史
館
の
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
下
野
薬
師
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
に
注
目
し
、
会
の
運
営

や
施
設
と
の
協
働
関
係
等
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
に
つ

い
て
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
と
行
政
の
協
働
の
た
め

に
は
各
施
設
の
存
在
意
義
に
合

わ
せ
た
協
働
事
業
の
推
進
と
情

報
の
発
信
、
ま
た
、
そ
れ
に
参

画
す
る
市
民
の
活
動
意
欲
に
加

え
、
関
係
す
る
市
民
と
行
政
の

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

人
間
関
係
が
一
番
大
切
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
本

具
申
書
を
尊
重
し
、
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
親
し
み
が
あ
り
、

利
用
し
や
す
い
社
会
教
育
施
設

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

生涯学習情報センター通信

  

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員

  

募
集
中

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

４
代
目
栃
木
県
庁
（
現
昭
和
館
）、
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
、
日
比
谷
公
会
堂
な
ど
を
設
計
し
た
下
野
市
出
身
の
建

築
家
は
。

問
１　
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図書館 購入図書のご案内
（一部）

<一般書>
三匹のおっさん　ふたたび（石） ･･･有川　浩
言語小説集（石）･･････････････井上ひさし
星に願いを、月に祈りを（石） ･････中村　航
世界で一番幸福な国ブータン（国）
･････････････････････････････宮脇　檀
百姓たちの幕末維新（国） ･･･････渡辺尚志
日本人の死生観を読む（国） ･･････島薗　進
るるぶ　こどもとあそぼ ！ 首都圏‘12～ 13（南）
ウッドデッキのある暮らし（南）
幻影城の奇術師（南） ･･･････････吉村達也

＜児童書＞
ねんどろん（石） ････････････････荒井良二
おすしですし（石） ･･････････････田中六大
それゆけ ！ きょうりゅうベースボール大決戦（石）
･･･････････････････････ リサ・ホィーラー
空のしっぽ（国） ･･････････････名木田恵子
妖怪アパートの幽雅な人々（国） ･･ 香月日輪
いのち運んだナゾの地下鉄（国） ･･野田道子
たまごってふしぎ（南） ･･ アリス・プロベンセン
もしも原子がみえたなら（南） ･･････板倉聖宣
盲導犬が日本に生まれた日（南） ･･･竹内恒之

ナ
ー

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

５
月
12
日
（
第
２
土
曜
日
）

　
　

26
日
（
第
４
土
曜
日
）

時　

間　

午
後
2
時
か
ら

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

●
古
典
文
学
講
座
受
講
生
募
集

　

詳
し
く
は
Ｐ
32
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

国
分
寺
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会

５
月
12
日
（
第
２
土
曜
日
）

　

大
型
絵
本

　
「
え
ら
い 

え
ら
い
」

　

紙
芝
居

　
「
お
む
す
び
く
ん
」

　
「 

お
と
う
ふ
さ
ん
と
そ
ら
ま

め
く
ん
」

石
橋
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

５
月
９
日
（
第
２
水
曜
日
）

　

榊
原　

喜
佐
子
著
『
徳
川
慶

喜
家
の
子
ど
も
部
屋
』
を
読
ん

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

２
階
研
修
室

●
お
は
な
し
会

５
月
５
日
（
第
１
土
曜
日
）

　

絵　

本

　
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

　
「
く
わ
ず
に
ょ
う
ぼ
う
」

５
月
19
日
（
第
３
土
曜
日
）

　

絵　

本

　
「
ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
ー
」

　
「
や
さ
い
の
お
な
か
」

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所　

１
階
お
は
な
し
コ
ー

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所　

 

１
階
お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー

●
読
書
会

５
月
19
日
（
第
３
土
曜
日
）

　

北　

杜
夫
著
『
夜
と
霧
の
隅

で
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

南
河
内
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

５
月
12
日
（
第
２
土
曜
日
）

　

井
上　

靖
著『
わ
が
母
の
記
』

を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

南
河
内
公
民
館

●
紙
し
ば
い
と
読
み
語
り
＆
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー

５
月
12
日
（
第
２
土
曜
日
）

①
午
後
２
時
〜
（
幼
児
向
け
）

　

絵
本

　
「
ま
い
ご
の
ま
め
の
つ
る
」

　
「
こ
け
こ
っ
こ
ー
」

　

紙
し
ば
い

　
「 

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の
ケ
ー
キ

づ
く
り
」

②
午
後
３
時
〜（
低
学
年
向
け
）

　

絵
本

　
「
ち
び
ね
ず
み
の
ひ
っ
こ
し
」

　
「 

ニ
コ
ラ
ス
ど
こ
に
い
っ
て

た
の
？
」

　

紙
し
ば
い

　
「 

ね
こ
の
ち
ゃ
わ
ん
で
大
さ

わ
ぎ
」

５
月
26
日
（
第
４
土
曜
日
）

①
午
後
２
時
〜
（
幼
児
向
け
）

　

絵
本

　
「 

あ
ー
ち
ゃ
ん
の
た
ん
じ
ょ

う
び
」

　
「
も
り
の
お
ば
け
」

　

紙
し
ば
い

　
「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
ウ
サ
ギ
」

②
午
後
３
時
〜（
低
学
年
向
け
）

　

絵
本

　
「 

こ
の
よ
で
い
ち
ば
ん
は
や

い
の
は
」

　
「
う
ん
が
に
お
ち
た
う
し
」

　

紙
し
ば
い

　
「
と
ま
が
し
ま
」

5月 図書館カレンダー5月 図書館カレンダー

図書館図書館インフォメーション図書館図書館インフォメーション図書館インフォメーション
ホームページへアクセス!（蔵書の予約と検索ができます）

QRコード

http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/

携帯アドレスはこちら
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/i/

LIBRARY  INFORMATION
★
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

石
橋
図
書
館  

☎（
52
）1
1
3
6

　

国
分
寺
図
書
館  

☎（
44
）3
3
9
9

　

南
河
内
図
書
館  

☎（
48
）2
3
9
5

○
石
橋
図
書
館
の
休
館
日

□
南
河
内
・
国
分
寺
図
書
館
の
休
館
日

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

木
3
10
17
24
31

水
2
9
16
23
30

火
1
8
15
22
29

日

6
15
20
27

月

7
14
21
28

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
「
佐
藤
功
一
」】
下
野
市
Ｐ
Ｒ
映
像
第
２
弾
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図書館インフォメーション
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広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号



31　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY

イ
ベ
ン
ト

下
野
市
食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

In
道
の
駅
し
も
つ
け
開
催

〜
道
の
駅
し
も
つ
け
で
販
売
し

て
い
る
新
鮮
食
材
を
使
っ
て
、
調

理
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

市
で
は
、地
産
地
消
の
推
進
・

地
元
の
食
材
・
食
育
推
進
な
ど

を
目
的
と
し
た
料
理
教
室
「
食

の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
昨

年
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
友
達
等
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
下
野
市
及
び
道
の

駅
し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
定　

員　

１
回　

32
名

●
募　

集

　

そ
の
回
毎
に
募
集
し
ま
す
。

告
知
開
始
日
よ
り
、
先
着
順
に

て
受
付
し
ま
す
。
開
催
日
の
５

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
参
加
料

　

１
，０
０
０
円
前
後
で
、
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

（
当
日
集
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
事

務
局

　
☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

国
指
定
史
跡
下
野
国
分
寺
跡

現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

〜
仮
オ
ー
プ
ン
〜

　

下
野
国
分
寺
跡
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
案
内
板
、
説
明
板
設

置
及
び
植
栽
の
一
部
を
残
し
、

塔
跡
・
講
堂
・
金
堂
・
鐘
楼
・

回
廊
等
の
遺
構
表
示
が
完
了
し

ま
し
た
。
第
１
期
整
備
の
終
了

ま
で
も
う
少
し
時
間
を
頂
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
い
ち

早
く
、
多
く
の
方
々
に
史
跡
を

ご
紹
介
い
た
し
た
く
現
地
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

６
月
９
日
㈯

●
受
付
時
間　

９
時
30
分
か
ら

●
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
約
１
時
間
30
分

●
駐
車
場

　

天
平
の
丘
公
園
西
駐
車
場

●
当
日
受
付
場
所

　

下
野
国
分
寺
跡
休
憩
施
設
前

（
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
北
に
隣
接
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

☎（
47
）３
１
２
１

※ 

な
お
、
要
事
前
申
込（
電
話
）、

5
月
８
日
㈫
〜
先
着
1
0
0
名
、

参
加
費
無
料
と
し
、
雨
天
時
も

開
催（
要
雨
具
）と
し
ま
す
。

くらしの情報

●日　程
月　日 時　間 テ ー マ 等 申込開始日

5月10日㈭ 午前10時～ 　
　　　午後1時

たっぷり下野野菜でつくる
本場仕込みのフランス家庭料理 受付中

5月26日㈯ 午後1時～4時 地元レストラン直伝の卵レシピ
ふわふわオムライスしもつけ流 受付中　

6月16日㈯ 午前10時～ 　
　　 午後1時

旬のさくらんぼを使ってパティシ
エがおしえる大人のお菓子教室 5月16日㈬～

6月29日㈮ 午後1時～4時 栃木 夏の恵みをアレンジ
｢鮎｣×｢中華｣のレシピ 5月30日㈬～

※7月以降の日程については、6月号広報でお知らせします

天
平
の
丘
公
園

　
　

西
駐
車
場

金堂跡

休憩施設

広
報
し
も
つ
け　
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県
内
の
一
番
古
い
鉄
製
品
は
下
野
市
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
２　
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下
野
薬
師
寺
歴
史
館
で
は
、

和
綴
じ
の
技
術
を
使
っ
た
ミ
ニ

和
本
作
り
体
験
講
座
を
実
施
し

ま
す
。
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
和
本
を
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
場　

所

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

●
日　

時　

５
月
26
日
（
土
）

　

午
前
の
部
・
午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
の
部
・
午
後
１
時
〜
３
時

●
所
要
時
間　

約
２
時
間

●
参
加
費　

１
５
０
円

●
対　

象

　

小
学
校
３
年
生
以
上
・
一
般

●
受
付
人
数　

１
回
10
名
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

☎（
47
）３
１
２
１

古
典
文
学
講
座
受
講
生
募
集

　
「
枕
草
子
」を
中
心
に
熊
倉
先

生
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
開
講
日
と
内
容

　

第
１
回
５
月
27
日
㈰

　
　

宮
に
初
め
て
参
り
た
る
頃

　

第
２
回
６
月
17
日
㈰

　
　

 

中
の
関
白
家
華
や
か
な
り

し
頃

　

第
３
回
７
月
22
日
㈰

　
　

清
水
寺
へ
お
籠
も
り

　

第
４
回
８
月
26
日
㈰

　
　

自
慢
話
の
数
々

　

第
５
回
９
月
22
日
㈯

　
　

高
級
官
僚
達
と
の
交
流

　

第
６
回
10
月
21
日
㈰

　
　

職
に
お
は
し
ま
す
頃

●
時　

間　

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

石
橋
図
書
館
２
階
研
修
室

●
テ
キ
ス
ト

　

ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
「
枕
草

子
」１
，４
０
０
円
、
資
料
集
９

０
０
円
、
合
計
２
，３
０
０
円

（
昨
年
度
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
・

資
料
集
と
同
じ
も
の
で
す
。）

　

テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
初
回
講
座
時
に
実
費
で

お
分
け
し
ま
す
。

●
募
集
定
員

　

30
名
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
し
込
み
受
付

　

５
月
10
日
㈭
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
図
書
館

　

☎（
52
）１
１
３
６

第
13
回
グ
リ
ム
童
話
賞
・

絵
画
展
募
集

●
童
話
賞
募
集
内
容
・
テ
ー
マ

　

第
13
回
の
テ
ー
マ
は
「
橋
」

で
す
。
川
を
渡
る
橋
や
陸
地
を

繋
ぐ
橋
、
未
来
へ
の
懸
け
橋
な

ど
、「
橋
」を
テ
ー
マ
に
し
た
誰

も
が
楽
し
ん
で
読
め
る
童
話
を

募
集
し
ま
す
。

　

◆
一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

　

◆
中
学
生
以
下
の
部

●
締
め
切
り

　

11
月
３
日
㈯
（
消
印
有
効
）

●
絵
画
展
募
集
内
容

　

自
然
豊
か
な
公
園
や
文
化
財

な
ど
が
多
く
点
在
し
て
い
る
下

野
市
。
多
く
の
皆
様
に
こ
の
〝

歴
史
と
ロ
マ
ン
の
下
野
市
〞
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た

ふ
る
さ
と
〝
下
野
市
〞
を
再
発

見
す
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き

続
き
下
野
市
の
風
景
画
及
び
下

野
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
風
景
画

等
の
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　
【
一
般
の
部
】

　

下
野
市
の
風
景

　
【
幼
・
小
・
中
の
部
】

　

下
野
市
の
風
景
、
日
常
風
景

な
ど

●
搬
入
日

　

平
成
25
年
２
月
２
日
㈯
、
３

日
㈰

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人

　

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

　

〒
3
2
9
0̶
5
0
2

　

下
野
市
下
古
山
７
４
７
番
地

　

☎（
52
）１
１
８
０

　

応
募
規
定
・
詳
細
は
、
情
報

紙
グ
リ
ム
タ
イ
ム
ズ
、
公
式
サ

イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

http://www.grimm-no.net/

第
15
回
グ
リ
ム
の

お
は
な
し
フ
ェ
ス
ト

●
日　

時　

６
月
３
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　

グ
リ
ム
の
森「
グ
リ
ム
の
館
」

●
内　

容

　

下
野
市
内
で
活
動
し
て
い
る

団
体
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

午
後
２
時
か
ら
は
、
講
演
会

「
グ
リ
ム
童
話
２
０
０
年
の
秘

密
」
を
行
い
ま
す
。

　

グ
リ
ム
童
話
初
版
発
行
か
ら

２
０
０
年
を
記
念
し
て
、
な
ぜ

グ
リ
ム
童
話
が
世
界
中
で
２
０

０
年
も
の
長
い
間
読
み
継
が
れ

て
い
る
の
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

　

園
内
に
は
模
擬
店
が
出
店
す

る
な
ど
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
料　

金　

入
場
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人

　

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

　

☎（
52
）１
１
８
０

栃
木
い
の
ち
の
電
話

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

例
年
行
っ
て
い
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

６
月
９
日
㈯

　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

１
，０
０
０
円（
全

席
自
由
）
先
着
３
０
０
名

●
出
演
者

　

BROW
N BLESSED VOICE

　

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

くらしの情報

ミ
ニ
和
本
作
り
体
験
講
座

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】
三
王
山
地
区
の
朝
日
観
音
遺
跡
４
号
住
居
跡
出
土
の
鉄
剣
が
弥
生
時
代
の
も
の
で
県
内
最
古
の
鉄
製
品
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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くらしの情報

　

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
0
2
8（
6
2
2
）7
9
7
0

　

0
2
8（
9
0
2
）1
0
3
0

第
２
回
し
も
つ
け
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

〜
ひ
と
つ
に
な
る
心
・

つ
な
ぐ
手
と
手
〜

　

今
年
も
下
野
市
か
ら
被
災
地

へ
応
援
の
声
を
届
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
日　

時　

５
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
開
演

●
会　

場

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
内　

容

　
市
内
外
団
体
に
よ
る
歌
や
演
奏

　
（
出
演
予
定
）市
内
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
し
も
つ
け
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ハ
イ
ツ
フ
ロ

ー
レ
ン
ス（
ア
カ
ペ
ラ
）、
む
つ

み
愛
泉
幼
稚
園
愛
泉
童
子
太
鼓
、

宇
高
・
宇
女
高
合
同
ア
ン
サ
ン

ブ
ル

●
入
場
料　

無
料

●
主　

催

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

ハ
ー
ト
ベ
リ
ー

●
後　

援

　

下
野
市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ
先　

土
屋

　

☎
0
9
0
9̶
3
6
8
9̶
0
0
4

お
知
ら
せ

教
育
委
員
に
三
橋
明
美
氏

　

高
桑
正
克
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
２
月
29
日
に
開
催
さ
れ

た
市
議
会
で
の
同
意
を
得
て
、

三
橋
明
美
氏
が
新
た
な
教
育
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
高
桑
氏
に
は
平

成
20
年
か
ら
４
年
間
に
わ
た
り

市
の
教
育
行
政
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
26
日
㈪
に
開
催

さ
れ
た
教
育
委
員
会
臨
時
会
に

お
い
て
、
永
山
氏
が
教
育
委
員

長
に
、
川
口
氏
が
委
員
長
職
務

代
理
者
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
の
構
成

は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　

永
山
伸
一（
祇　

園
）

職
務
代
理
者

　

 

川
口
桂
子（
祇　

園
）

委　

員　

前
原　

久（
上
大
領
）

三
橋
明
美（
小
金
井
）

教
育
長　

古
口
紀
夫（
小
山
市
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

と
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不

服
を
審
査
決
定
す
る
た
め
に
、

法
律
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
独

立
の
第
三
者
機
関
で
、
公
平
、

中
立
的
な
立
場
か
ら
固
定
資
産

の
価
格
が
適
正
に
評
価
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
市
民
、
市
税
の
納

税
義
務
者
又
は
学
識
経
験
者
等

の
中
か
ら
、
議
会
の
同
意
を
得

て
市
長
が
選
任
し
た
委
員
で
組

織
さ
れ
、
３
名
の
委
員
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
度
、
３
年
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
新
た
に
次
の
方
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

※
任
期　

４
月
１
日
〜

　
　

平
成
27
年
３
月
31
日

●
問
い
合
わ
せ
先

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

事
務
局（
行
政
委
員
会
事
務
局
内
）

　

☎（
40
）5
5
6
2

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
㈭
で
す
。
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

金
融
機
関
、
郵
便
局
の
他
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
に

よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。
安
全

で
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

心
身
障
が
い
者
の
方
に
対
し

て
は
、
障
が
い
の
程
度
な
ど
、

一
定
の
要
件
の
も
と
に
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
８
２（
23
）３
４
１
１

ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意
!

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
多
く
は
、
６

月
ご
ろ
ま
で
に
巣
作
り
を
し
ま

す
。
小
さ
い
う
ち
に
見
つ
け
て

駆
除
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
駆
除
業
者
に
よ
り

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方

に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
、
以
下
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

① 

市
内
に
お
い
て
ス
ズ
メ
バ
チ

が
営
巣
し
て
い
る
建
物
又
は

土
地
を
所
有
す
る
個
人
若
し

く
は
賃
借
す
る
個
人
で
あ
る

こ
と
。

② 

駆
除
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
駆
除
す
る
こ
と
。

委員長
髙山 　充 氏

職務代理
飯島 陽子 氏

委　員
菅井 貞雄 氏

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号

旧
石
橋
中
学
校
跡
地
に
は
、
全
長
50
ｍ
以
上
の
大
き
な
古
墳
が
あ
っ
た
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
３　
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③
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

●
補
助
金
の
額

　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
１
万
円
）

　

１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切

り
捨
て
。

●
必
要
書
類

・ 

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書

・
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

・
写
真
（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

・ 

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

●
申
請
先

　

駆
除
後
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
環
境
課
ま
た
は
市
民
課
各

窓
口
ま
で
申
請
（
領
収
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
日
か
ら
30
日
以

内
）
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
業
者

　

市
内
で
主
に
駆
除
を
行
っ
て

い
る
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
㈱
県
南
環
境☎（

44
）２
５
１
８

・
㈱
ス
マ
イ
テ
ッ
ク

☎（
44
）９
６
１
８

・
マ
コ
ト
技
研
㈱

☎（
53
）５
４
３
４

※ 

市
内
外
問
わ
ず
右
記
以
外
の

業
者
で
も
、
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

斎
場
使
用
料
補
助
金
に
つ
い
て

　

管
外
の
斎
場（
火
葬
場
）を
使

用
し
管
外
料
金
を
支
払
っ
た
場

合
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

一
時
、
管
外
料
金
を
全
額
支

払
っ
て
い
た
だ
き
、
補
助
金
申

請
・
請
求
後
に
市
よ
り
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
又
は
斎
場

使
用
申
請
者
が
下
野
市
民
で
あ

る
こ
と

●
対
象
施
設

　

全
国
全
て
の
斎
場
で
の
火
葬

及
び
待
合
室
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※ 「
宇
都
宮
市　

悠
久
の
丘
」

「
小
山
聖
苑
」
に
関
し
て
は

式
場
、
控
室
、
霊
安
室
等
も

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
補
助
額

　

火
葬
に
つ
い
て
は
１
体
に
つ

き
５
８
，８
０
０
円
、
待
合
室

に
つ
い
て
は
１
室
１
回
に
つ
き

１
６
，０
５
０
円
を
限
度
に
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

式
場
等
に
つ
い
て
は
管
外
料

金
と
管
内
料
金
の
差
額
に
な
り

ま
す
。

●
申
請
方
法

　

補
助
金
交
付
申
請
書
に
領
収

書
を
添
付
し
、
環
境
課
又
は
市
民

課
各
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
管
外
斎
場
〜

○
石
橋
地
区
の
方

　
　

全
て
の
斎
場

○
国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
方

　
　

小
山
聖
苑
以
外
の
斎
場

●
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

５
月

・
天
平
公
園

　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

山
野
草
愛
好
会

・
花
広
場

　

下
野
市
地
域
婦
人
会

６
月

・
天
平
公
園

　

図
書
館
友
の
会

　

し
あ
わ
せ
奉
仕
団
下
町
支
部

　

国
分
寺
商
工
会
女
性
部

・
花
広
場

　

陶
遊
会

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
巡
回
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
補
装
具
の
適
合

判
定
や
身
体
障
が
い
者
手
帳
申

請
の
た
め
の
診
断
書
作
成
、
そ

の
他
相
談
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
6
月
12
日
㈫
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

肢
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

●
日　

時

　

６
月
27
日
㈬　

午
後
2
時
〜

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館

●
内　

容

① 

補
装
具
等
に
関
す
る
相
談
及

び
処
方
並
び
に
適
合
判
定

②
医
学
的
な
相
談
及
び
判
定

③ 

そ
の
他
生
活
全
般
に
係
る
相
談

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

見
学
会
の
ご
案
内

　

お
子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の

方
、
本
校
に
つ
い
て
も
っ
と
よ

く
知
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
小
学
部
の
日
程

　

８
月
24
日
㈮
、
10
月
15
日
㈪

●
中
学
部
の
日
程

　

９
月
11
日
㈫
、
10
月
24
日
㈬

●
高
等
部

　

７
月
11
日
㈬
、
７
月
23
日
㈪
、

　

11
月
15
日
㈭

●
そ
の
他

　

６
月
２
日
㈯　

運
動
会

　

11
月
10
日
㈯　

お
お
ぞ
ら
祭

●
申
し
込
み

　

実
施
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

・
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援

学
校
☎（
44
）５
１
２
１

　

詳
し
く
は
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.tochigi-edu.

　

ed.jp/kokubunjitoku/

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援

学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
教
育
相
談
の
ご
案
内
】

　

肢
体
不
自
由
が
あ
る
お
子
様

（
就
学
前
）の
発
達
や
養
育
等
で

心
配
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

月
曜
〜
金
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
相
談
・
検
査
等
の
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。
相
談
の
秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

【
体
験
学
習
の
ご
案
内
】

　

お
子
様
の
就
学
や
進
学
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
校
へ
の
入
学
や
進
学
を
前
提

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】
明
治
41
年
、
昭
和
28
年
に
旧
石
橋
中
学
校
建
設
時
に
調
査
が
行
わ
れ
、
埴
輪
や
刀
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

明
治
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の
多
く
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
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で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
実
施
予
定

　

７
月
12
日
㈭小

・
中
・
高
等
部

　

９
月
21
日
㈮　

高
等
部

　

10
月
16
日
㈫　

小
学
部

　

10
月
23
日
㈫　

中
学
部

　

11
月
28
日
㈬　

高
等
部

（
中
３
対
象
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

・
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

担
当　

齋
藤　

香
代

　

☎
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

　

０
２
８
２（
25
）１
７
０
３

平
成
24
年
4
月
分
よ
り
、

子
ど
も
手
当
が
児
童
手
当

に
変
わ
り
ま
し
た

　

３
月
分
ま
で
子
ど
も
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
た
方
は
、
今
回

の
制
度
変
更
に
伴
い
認
定
請
求

書
を
改
め
て
ご
提
出
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

支
給
額
は
、
子
ど
も
手
当
と

同
額
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
24

年
６
月
分
以
降
は
、
所
得
制
限

が
導
入
さ
れ
、
所
得
基
準
を

超
過
し
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
一
律

５
，０
０
０
円
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※ 

所
得
制
限
の
基
準
額
等
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
号

広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

「
下
野
市
暴
力
団
排
除

条
例
」を
制
定

　

市
で
は
、
次
の
基
本
理
念

一
、
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
こ
と

一
、
暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し

　
　

な
い
こ
と

一
、
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
こ
と

　

に
基
づ
き
暴
力
団
排
除
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

制
定
の
目
的

　

近
年
、
暴
力
団
は
、
組
織
の

威
力
を
背
景
と
し
て
社
会
の
各

分
野
に
進
出
し
、
様
々
な
違
法

行
為
に
よ
っ
て
、
市
民
生
活
や

社
会
経
済
活
動
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
著
し
く
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

条
例
は
、
市
、
市
民
、
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
て
暴
力
団
排
除

の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏

及
び
社
会
活
動
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

市
の
責
務

　

市
は
、
市
民
、
事
業
者
の
協

力
を
得
て
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
暴
力
団
の
排
除
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し

ま
す
。

市
民
、
事
業
者
の
責
務

① 

市
民
は
、
自
発
的
か
つ
相
互

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市

が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

② 

事
業
者
は
、
事
業
に
関
し
て

暴
力
団
の
威
力
を
利
用
し
た

り
、
利
益
を
与
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
す
る
と
と
も
に
、

市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し

ま
す
。

市
の
基
本
施
策

① 

市
の
事
務
や
事
業
に
お
い
て

暴
力
団
に
利
益
を
与
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
必
要
な
措
置

を
取
り
ま
す
。

② 

公
の
施
設
の
利
用
が
、
暴
力

団
の
活
動
を
助
長
し
た
り
、

利
益
に
な
る
場
合
に
そ
の
利

用
を
制
限
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

③ 

青
少
年
が
、
暴
力
団
に
な
ら

い
よ
う
、
ま
た
暴
力
団
に
よ

る
犯
罪
行
為
の
被
害
を
受
け

な
い
た
め
の
教
育
が
行
わ
れ

る
よ
う
措
置
を
取
り
ま
す
。

金
品
等
の
供
与
の
禁
止

　

市
民
、
事
業
者
は
、
暴
力
団

の
威
力
を
利
用
、
又
は
、
活
動
・

運
営
に
協
力
す
る
目
的
で
、
暴

力
団
に
金
品
等
を
提
供
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

公
共
工
事
事
業
者
の
責
務

　

市
と
公
共
工
事
そ
の
他
の
事

務
事
業
の
契
約
を
締
結
し
た
事

業
者
は
、
暴
力
団
等
に
当
該
公

共
工
事
に
関
す
る
業
務
を
行
わ

せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

◆ 

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
・
情

報
提
供

○
下
野
警
察
署

　

☎（
52
）０
１
１
０

○
栃
木
県
警
察
本
部

　
☎
0
2
8（
6
2
2
）2
4
2
4

○
栃
木
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8（
6
2
7
）2
6
0
0

第
12
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会（
ぎ
ふ
清

流
大
会
）派
遣
選
手
募
集

●
大
会
期
日

　

10
月
13
日
㈯
〜
15
日
㈪

　
〔
派
遣
期
間
：
10
月
11
日
㈭

〜
16
日
㈫
〕

●
開
催
地

　

岐
阜
県
岐
阜
市
ほ
か

●
募
集
種
目

　

陸
上
競
技
、
水
泳
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、ア
ー
チェ
リ
ー（
身

体
障
が
い
者
の
み
）、
卓
球
、
ボ

ウ
リ
ン
グ（
知
的
障
が
い
者
の
み
）

●
参
加
資
格

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・ 

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で

13
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者

又
は
知
的
障
が
い
者

・ 

栃
木
県
内
に
現
住
所
を
有
す

る
方

・ 

原
則
と
し
て
、
第
７
回
栃
木

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
平
成
23
年
９
月
実
施
）
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
方

・ 

強
化
練
習
会
等
の
行
事
（
５

回
）
に
全
日
程
参
加
で
き
る
方

●
申
し
込
み
方
法

・ 

障
が
い
者
福
祉
施
設
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
、
特
別
支
援

学
校
等
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
、
栃
木
県
知
的
障
害
者
育

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号

１
箱
４
１
０
円
の
タ
バ
コ
を
毎
日
１
箱
吸
う
と
、
10
年
間
で
い
く
ら
使
う
？

①
約
10
万
円　

②
約
20
万
円　

③
約
１
５
０
万
円

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
４
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成
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
各
所
属
先
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・ 

在
宅
の
方
は
、
市
社
会
福
祉

課
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
間

　

４
月
17
日
㈫
〜
５
月
18
日
㈮

●
そ
の
他

　

派
遣
予
定
期
間
中
、
全
日
程

の
参
加
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
は
、
派
遣
決
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
・

0
2
8（
6
2
4
）2
7
6
1

（
兼
用
）

　

http://w
w
w
.tochi-

　

shinkyo.org/spo.htm
l

募

集

新
し
い
自
分
に
会
い
に
行
こ
う
！

〜
と
ち
ぎ
次
世
代
人
材

づ
く
り
２
０
１
２
〜

参
加
者
募
集

　

地
域
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

　

人
間
性
豊
か
で
地
域
に
貢
献

す
る
実
践
的
な
青
年
リ
ー
ダ
ー

や
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

研
修
で
す
。

●
研
修
期
間

　

７
月
21
日
㈯

〜
平
成
25
年
２
月
２
日
㈯

青
年
リ
ー
ダ
ー

　

８
回
延
べ
11
日
間

　
（
う
ち
県
外
研
修
３
日
間
）

女
性
リ
ー
ダ
ー

　

９
回
延
べ
11
日
間

　
（
う
ち
県
外
研
修
３
日
間
）

●
対　

象

青
年
リ
ー
ダ
ー

　

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
男
女

（
全
日
制
高
校
生
除
く
、
県
外

学
生
含
む
）

女
性
リ
ー
ダ
ー

　

30
歳
以
上
66
歳
未
満
の
女
性

※ 

と
も
に
原
則
と
し
て
市
内
在
住

●
定　

員

　

青
年
リ
ー
ダ
ー
、
女
性
リ
ー

ダ
ー　

各
１
名（
市
か
ら
派
遣
）

※
県
全
体
で
各
15
名
募
集

●
参
加
費
用

　

研
修
時
の
食
事
代
等
で
多
少

の
実
費
負
担
が
生
じ
ま
す
。

●
募
集
期
限

　

５
月
25
日
㈮
ま
で

●
選　

考

　

書
類
審
査
（
小
論
文
ほ
か
）、

面
接
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

※ 

市
か
ら
県
へ
の
推
薦
者
の
選

考
で
あ
り
、
県
で
さ
ら
に
選

考
会
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

※ 

詳
細
は
、
県
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.pref.

　

tochigi.lg.jp/index.htm
l

下
野
市
人
権
推
進
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

人
権
推
進
に
関
す
る
基
本
的

施
策
を
審
議
し
、
人
権
に
関
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に

検
討
及
び
調
整
し
、
市
人
権
行

政
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施

策
の
推
進
を
図
る
た
め
意
見
、

提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
任　

期

　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
回
数　

年
１
回

●
募
集
期
間

　

５
月
２
日
㈬
〜
16
日
㈬

●
募
集
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原

則
と
し
て
20
歳
以
上
の
方

② 

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設

置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委

員
で
な
い
こ
と

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
の
議
員
及
び
職
員
で

な
い
こ
と

●
応
募
に
つ
い
て

　

応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
記
載
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員　

３
名

●
報　

酬

　

日
額
８
，０
０
０
円

●
選　

考

　

選
考
審
査
会
で
決
定
し
、
結

果
は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

（
40
）５
５
７
２

　

seikatsu@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

臨
時
職
員（
保
育
士
）を

募
集
し
て
い
ま
す

●
応
募
資
格

　

保
育
士
証
を
お
持
ち
の
方

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
賃
金
等

　

時
給
１
，０
０
０
円（
通
勤
割

増
賃
金
・
時
間
外
勤
務
手
当
有
）

社
会
保
険
加
入

●
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う

ち
７
時
間
45
分（
休
憩
時
間
60
分
）

　

週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

●
勤
務
先　

市
立
保
育
園

●
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
保

育
士
証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9
-0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

　

下
野
市
児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

（
52
）１
１
３
７

　

jidoufukushi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

「
し
も
つ
け
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
は
山
歩
き
を
、

冬
季
は
街
歩
き
を
中
心
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
に
関
心
の
あ
る

方
や
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

落
合　

博
☎（
53
）１
３
６
２

　

伊
沢　

久
☎（
48
）１
４
９
９

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
約
１
５
０
万
円
。
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
援

助
を
受
け
た
い「
依
頼
会
員
」と

援
助
を
行
う「
提
供
会
員
」に
よ

る
、
子
育
て
を
支
え
あ
う
会
員

組
織
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
会

員
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
依
頼
会
員
…
下
野
市
に
在
住

ま
た
は
在
勤
者
で
、
生
後
６
か

月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

・
提
供
会
員
…
下
野
市
内
に
在

住
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
積

極
的
に
援
助
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
20
歳
以
上
の
方
（
提

供
会
員
は
左
記
の
研
修
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
提
供
会

員
」（
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
方
）
に
な
る
た
め
、

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
基
礎
研
修
会

日
時

　

５
月
17
日
㈭
、
６
月
15
日
㈮
、

７
月
30
日
㈪
、
時
間
は
全
日
午

前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
ゆ
う
館

参
加
費　

無
料

定
員　

10
名
程
度

申
し
込
み　

随
時
受
付

　

基
礎
研
修
会
の
他
に
、
実
習

を
行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は

人
数
に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

○
学
童
保
育
室
実
習
２
時
間

○
保
育
所
実
習
３
時
間

○
普
通
救
命
講
習
３
時
間

（
各
実
習
１
回
ず
つ
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

☎（
44
）１
１
７
６

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

第
34
期
生
を
募
集
し
ま
す

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
あ
る
人

生
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
動
実
践
者
の
養
成
を
目
指

し
て
い
る
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
の
第
34
期
生
の
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。

　

入
学
を
希
望
す
る
方
は
、
必

ず
説
明
会
に
参
加
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
説
明
会
日
時

中
央
校

（
と
ち
ぎ
健
康
の
森
2
階
）

（
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
-
１
）

　

第
１
回　

５
月
14
日
㈪

　

第
２
回　

６
月
11
日
㈪

　
☎
０
２
８（
６
４
３
）３
３
９
０

南　

校
（
下
都
賀
庁
舎
東
側
）

（
栃
木
市
神
田
町
９
-40
）

　

第
１
回　

５
月
16
日
㈬

　

第
２
回　

６
月
13
日
㈬

　

☎
０
２
８
２（
22
）５
３
２
５

北　

校
（
矢
板
市
矢
板
54
）

　

第
１
回 

５
月
18
日
㈮

　

第
２
回 

６
月
15
日
㈮ 

　

☎
０
２
８
７（
43
）９
０
１
０

※ 

時
間
は
全
日　

午
前
10
時
〜

正
午

●
参
加
方
法

　

説
明
会
当
日
、
希
望
校
へ
直

接
来
校
。

●
応
募
資
格

・
60
歳
以
上
で
県
内
に
在
住
の

方・
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

・ 
第
25
期
（
平
成
17
年
度
）
以

降
の
シ
ル
バ
ー
大
学
校
を
卒

業
し
て
い
な
い
方

・ 

50
歳
〜
60
歳
未
満
の
方
（
た

だ
し
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ

り
、
市
の
推
薦
が
あ
る
方
）

※ 

年
齢
は
平
成
25
年
３
月
31
日

現
在

●
応
募
期
間

　

６
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

※ 

郵
送
の
場
合
に
は
６
月
30
日

㈯
消
印
有
効

●
入
学
願
書
の
配
付
・
提
出
先

　

市
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
入
学

を
希
望
す
る
シ
ル
バ
ー
大
学
校

で
願
書
の
配
付
、
提
出
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
市
長

の
推
薦
が
必
要
な
方
の
願
書
は

市
高
齢
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
グ
ル

ー
プ
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き

ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
５

相

談

行
政
書
士
専
門
相
談

●
日　

程

　

５
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室
２

●
定　

員
４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山　

久

　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

●
相
談
内
容

・ 

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、

遺
言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）

・ 

商
業
・
法
人
登
記
関
係
（
会

社
・
法
人
設
立
、
会
社
・
法

人
変
更
、
定
款
変
更
な
ど
）

・ 

多
重
債
務
関
係
（
債
務
整
理
、

過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事

再
生
、
自
己
破
産
）

・ 

裁
判
手
続
き
関
係（
1
4
0
万

円
を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所

の
民
事
裁
判
手
続
き
）

・
成
年
後
見
関
係

●
相
談
開
始
日　

５
月
23
日
㈬

●
会　

場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室
２

●
相
談
時
間　

１
相
談
者
あ
た

り
概
ね
30
分
間
（
予
約
制
）

●
予
約
先

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

●
問
い
合
わ
せ
先

・
栃
木
県
司
法
書
士
会

　
　

小
山
支
部
長　

小
杉
孝
一

（
小
杉
司
法
書
士
事
務
所
）

　

☎（
21
）６
３
１
２

・
栃
木
県
司
法
書
士
会

　
　

小
山
支
部
副
支
部
長

　
　
　

飯
島
洋
子

　
（
飯
島
洋
子
司
法
書
士
事
務
所
）

　

☎（
44
）４
９
１
７

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号

タ
バ
コ
の
煙
の
中
に
有
害
物
質
は
何
種
類
含
ま
れ
て
い
る
？　

①
約
10
種
類　

②
約
50
種
類　

③
約
２
５
０
種
類

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
５　
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男 女
共 同
参 画
社 会

くらしの情報

ジ ェ ン ダ ー チ ェ ッ ク ！

葬
儀
に
関
す
る
契
約
は

慎
重
に
…

周
囲
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

突
然
や
っ
て
く
る
身
内
の
不

幸
。
葬
儀
準
備
を
す
る
う
え
で
、

冷
静
に
対
応
と
思
っ
て
も
…
。

葬
儀
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に

◇
病
院
指
定
業
者
に
自
宅
ま
で

の
搬
送
を
依
頼
し
て
も
葬
儀
ま

で
契
約
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
不
要
で
あ
れ
ば
、
毅
然
と

し
た
対
応
で
断
り
ま
し
ょ
う
。

◇
必
ず
見
積
り
を
も
ら
い
、
葬

儀
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
は

自
分
た
ち
の
希
望
を
き
ち
ん
と

伝
え
ま
し
ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎（
44
）4
8
8
3

　

国
分
寺
庁
舎
2
階

　

生
活
安
全
課
内

●
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

●
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

　
☎
0
2
8
-6
2
5
-2
2
2
7

まずは相談

下
野
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

市
民
意
識
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
重
視

　

下
野
市
で
は
『
下
野
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
〜
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
し
も
つ
け
〜
』（
計
画
期

間
：
平
成
20
〜
27
年
度
）
に
基

づ
い
て
、
男
女
の
自
立
と
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
前
月

号
に
引
き
続
き
、
計
画
策
定
時

（
平
成
19
年
）と
今
回
実
施
し
た

意
識
調
査
の
結
果
を
比
較
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
基
本
目
標
Ⅱ　

男

女
が
と
も
に
個
性
や
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り
」

に
お
け
る
調
査
結
果
の
一
部
と

な
り
ま
す
。

調
査
結
果
よ
り

　
「
女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
」に
対

し
て
は
、
出
産
・
育
児
に
よ
り
就
業

を
一
時
中
断
す
る
の
で
は
な
く
、
継

続
し
て
の
就
業
を
望
む
方
が
増
え
て

き
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
不
況
に
よ
る
社
会
経
済
の
変

化
や
、
男
女
の
社
会
に
お
け
る
活
動

や
個
人
の
生
き
方
の
多
様
化
、
ま
た
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」と
い
う
性

別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
育
児
休
業
・
介
護
休
業
」の
取
得

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
の
育
児
・

介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
周
知

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
、
関
心
や
取
得

意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
取
り
た
い
が
取
れ
る
環

境
に
な
い
」
と
感
じ
る
割
合
は
減
少

し
て
お
り
、
取
り
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
き
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。

※
７
月
号
で
、
基
本
目
標
Ⅲ
の
調
査

結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
の
詳
細
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w
.shim

otsuke.lg.jp
●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

『女性が仕事を持つことについての考え方』
「子どもができてもフルタイムで仕事を
続ける方がよい」…………………23.4%
　平成19年の調査結果と比較すると、今回
調査では「子どもができても仕事を継続す
る」という考えをもつ割合が高くなってお
り、継続就業を望む方が増えていると考え
られます。

『育児・介護休業の取得意向』
「取りたい」「積極的に取りたい」…55%

　育児・介護休業の取得意向は、全体で半
数を超え高くなっています。「取りたいが取
れる環境にない」と感じている割合は、平
成19年調査より減少しています。

結婚するまでは仕事を持つ方がよい
子どもができるまでは仕事を持つ方がよい
子どもができたら仕事を辞め、子どもが育ったら再び仕事を持つ方がよい
子どもができたらパートなどに切り替える方がよい
子どもができてもフルタイムで仕事を続ける方がよい
女性は仕事を持たない方がよい　　　　　　その他　　　　　　無回答

H23

H19

3.9%3.9%

6.0%6.0% 9.8%9.8%9.8% 18.5%18.5%18.5% 11.2%11.2%11.2%
1.0%1.0% 2.8%2.8%

44.0%44.0%44.0%
6.7%6.7%

37.7%37.7%37.7% 14.2%14.2%14.2% 23.4%23.4%23.4% 1.1%1.1%
12.1%12.1%12.1%

2.5%2.5%4.9%4.9%

積極的に取りたい どちらかというと取りたい
どちらともいえない 取りたいが、取れる環境にない

どちらかというと取りたくない
仕事をしていないので取る機会がない

取りたくない
無回答

H23

H19

28.5%28.5%28.5%

27.5%27.5%27.5% 23.9%23.9%23.9% 23.2%23.2%23.2% 12.2%12.2%12.2%7.7%7.7%

26.5%26.5%26.5% 16.2%16.2%16.2% 10.6%10.6%10.6%

1.9%1.9% 2.8%2.8%2.8%

6.3%6.3%

0.7%0.7%

9.3%9.3%

0.8%0.8%
2.0%2.0%

調
査
の
概
要

●
調
査
対
象

　

18
歳
以
上
の
下
野
市
民

　

２
，０
０
０
人

　
　

男
性
１
，０
０
０
人

　
　

女
性
１
，０
０
０
人

●
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

●
調
査
時
期　

平
成
23
年
９
月

●
回
収
率　

35
・
５
％

（

）

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
約
２
５
０
種
類
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
約
４
０
０
０
種
類
の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
約
２
５
０
種
類
が
有
害
物
質
で
す
。
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き
ら
ら
館
、ゆ
う
ゆ
う
館
、

ふ
れ
あ
い
館　

休
館
日

心
配
ご
と
相
談

●
国
分
寺
会
場（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

一
般
相
談
・
総
合
相
談

　

１
・
８
・
15
日
、
６
月
５
日

（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

22
日
㈫

●
石
橋
会
場
（
き
ら
ら
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

７
・
14
・
21
日
、
６
月
４
日

　
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

28
日
㈪

法
律
相
談　

10
日
㈭
※

●
南
河
内
会
場（
ふ
れ
あ
い
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

11
・
18
日
、
６
月
１
・
８
日

（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

25
日
㈮

●
時　

間

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
（
法
律
相
談
の
み
午
後
1
時

〜
4
時
30
分
）

※ 

法
律
相
談
は
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
刃
物
研
ぎ

・
実
施
日

　

８
日
㈫

　
　

旧
石
橋
中
体
育
館
南
側

　

15
日
㈫

　
　

小
金
井
駅
東
口

・
時　

間

　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

●
入
会
説
明
会
（
要
事
前
申
し

込
み
）

　

16
日
㈬

　

午
前
10
時
〜　

ふ
れ
あ
い
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
47
）1
1
2
4

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館

　

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
と
は
、

ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
子
も
、
も
た

な
い
子
も
、
お
も
ち
ゃ
を
通
し

て
一
緒
に
遊
ぶ
場
所
で
す
。

●
日　

時

　

12
日
㈯

●
場　

所

　

南
河
内
児
童
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

救急告示医療機関当番表（平成24年５月分） ●印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日17:00）
○印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日9:00）　

医　　療
機 関 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 小 金 井
中央病院 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

2 石 橋
総合病院 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 小山整形外科内科 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 杉村病院 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

5 光南病院 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

6 野木病院 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

医療機関名・住所・電話番号
○小金井中央病院　　下野市小金井2-4-3　☎44-7000　　○杉村病院　小山市城山町2-7-18　☎25-5533
○石橋総合病院　　　下野市石橋628　　　☎53-1134　　○光南病院　小山市乙女795-4　 　☎45-7711
○小山整形外科内科　小山市雨ヶ谷753　　☎31-1331　　○野木病院　野木町友沼5320-2　　☎0280-57-1011

きらら館　☎52-3711

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

ふれあい館　☎47-1126

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

くらしの情報

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
５
月
号
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「
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」

　
「
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」
と
い
う
、
４

月
30
日
ま
た
は
５
月
１
日
に
中
欧
や
北
欧
で

広
く
行
わ
れ
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。
古
代
ケ

ル
ト
の
民
族
が
春
の
訪
れ
の
お
祝
い
と
し
て

行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
５
月
１
日
の
前
夜

に
魔
女
た
ち
が
集
ま
り
、
激
し
く
踊
っ
た
り

す
る
（
悪
魔
崇
拝
）
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
は
キ
リ
ス
ト
教

到
来
以
前
の
異
教
の
春
の
風
習
に
ち
な
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
名
前
は
８
世
紀
に
聖
ワ
ル
プ

ル
ガ
の
尼
僧
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
こ
の
風
習
は
、
ヴ
ァ
ル
プ
ル

ギ
ス
ナ
ハ
ト
（W

alpurgisnacht

）
ま
た

は
ヘ
ク
セ
ン
ナ
ハ
ト
（H

exennacht　

魔

女
の
夜
と
い
う
意
味
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

魔
女
の
夜
は
４
月
30
日
の
日
没
か
ら
５
月
１

日
未
明
に
か
け
て
の
夜
、
魔
女
た
ち
が
ブ

ロ
ッ
ケ
ン
山
に
集
ま
り
、
彼
ら
の
神
々
と
お

祭
り
騒
ぎ
を
し
、
春
の
到
来
を
待
つ
と
い
う

伝
承
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ケ
ン
山
は
中
央
ド
イ
ツ
北
部
に
あ
る
ハ
ル
ツ

山
地
の
最
高
峰
で
す
。
こ
の
山
は
ブ
ロ
ッ
ケ

ン
現
象
と
呼
ば
れ
る
自
然
現
象
と
、
魔
女
の

酒
宴
が
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
が
催
さ
れ
る

こ
と
で
有
名
で
す
。

い
た
ず
ら
し
て
も
良
い
日
？

　

地
方
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
私
の
地
方

や
南
ド
イ
ツ
の
田
舎
で
は
、
魔
女
の
夜
に
若

者
た
ち
が
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
文
化
が
残
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
隣
人
の
庭
を
い
じ
く
っ
た

り
、
他
人
の
物
を
隠
し
た
り
、
遠
い
と
こ
ろ

に
置
い
た
り
、
落
書
き
を
す
る
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
の
悪
ふ
ざ
け
は
、
時
に
や

り
す
ぎ
る
と
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
大
体
は

憎
め
な
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
面
倒
を
か
け
る

と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
す
。
他
の
人
も
そ
の
習

慣
を
理
解
し
て
い
る
の
で
、
準
備
を
し
て
お

き
ま
す
。
私
の
家
族
は
、
庭
に
置
い
て
あ
る

動
か
し
や
す
い
も
の
を
家
の
中
に
避
難
さ

せ
て
お
く
な
ど
し
ま
し
た
。
次
の
日
に
は
、

ち
ょ
っ
と
不
安
な
気
持
ち
で
自
分
の
家
の
周

り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
大
体
準
備
を
し
て

い
な
か
っ
た
お
隣
さ
ん
の
庭
に
あ
る
小
人
の

人
形
が
家
の
方
に
移
動
し
て
い
た
り
、
家
に

入
れ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
靴
拭
き
が
な

く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
、
12
歳
か
ら
地
方
へ
引
っ
越
し
た
19

歳
ま
で
、
た
ま
に
い
た
ず
ら
し
ま
し
た
。
魔

女
の
夜
は
や
っ
ぱ
り
特
別
な
雰
囲
気
で
す
。

い
た
ず
ら
は
周
り
か
ら
な
ん
と
か
許
し
て
も

ら
え
る
け
れ
ど
、
も
ち
ろ
ん
見
ら
れ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
面
白

い
い
た
ず
ら
を
考
え
て
、
実
行
す
る
と
き
に

は
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
結
構
高
く
な
り
ま
す
。

魔
女
の
夜
に
友
達
と
遊
び
に
行
く
前
、
お
母

さ
ん
が
い
つ
も
「
大
変
な
こ
と
を
し
な
い
で

ね
！
」
と
、
お
父
さ
ん
は
「
俺
も
様
々
な
い

た
ず
ら
を
し
た
け
ど
、
１
回
も
見
つ
か
っ
た

こ
と
は
な
い
。
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
大
事

だ
よ
。気
を
付
け
て
楽
し
ん
で
ね
！
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
他
の
地
方
に
も
似
た
よ
う
な

習
慣
が
あ
る
ら
し
い
で
す
。

　

５
月
を
祝
う
お
祭
り
は
、今
も
「
五
月
祭
」

（
メ
イ
フ
ェ
ア
）と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
残
っ

て
い
ま
す
。
４
月
30
日
に
は
様
々
な
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
が
違
っ

て
面
白
い
も
の
で
す
よ
ね
。

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム 

ド
イ
ツ
の
魔
女
っ
て
?!

　

以
前
下
野
市
に
い
た
国
際
交
流
員
の

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
国
際
交
流
員
全
体

の
イ
ベ
ン
ト
の
場
合
、「
び
っ
く
り
〜
ン

箱
」と
い
う
名
称
を
使
い
た
い
と
思
い

ま
す
！　

意
味
は
わ
か
り
ま
す
よ
ね
？

「
びっ
く
り
」+

「
リ
ン
」＝「
び
っ
く
り
〜

ン
」で
す
♪ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

絵
の
具
を
使
っ
て
イ
ー
ス
タ
ー
の
卵

を
作
り
ま
し
ょ
う
！　

国
際
交
流
員
の

リ
ン
さ
ん（
ド
イ
ツ
人
）が
「
伝
統
的
な

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り
」
の
習
慣
を

教
え
て
く
れ
る
よ
。
折
角
で
す
の
で
、

イ
ー
ス
タ
ー
エッ
グ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョン
を
し

な
が
ら
、
一
緒
に
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ラ
ン

チ
を
食
べ
ま
せ
ん
か
？　

子
供
は
も
ち

ろ
ん
大
人
も
大
歓
迎
！　

み
ん
な
で
ド

イ
ツ
の
遊
び
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

●
日
時　

５
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

調
理
室

　
（
ブ
ラ
ン
チ
の
後
で
第
二
研
修
室
へ

移
動
し
ま
す
）

●
参
加
費　

一
般
４
０
０
円

　
　
　

国
際
交
流
協
会
会
員
３
０
０
円

　
　
　

10
歳
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額

●
申
込
み
期
間

　

５
月
14
日
㈪
〜
24
日
㈭

●
定
員　

20
名

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）5
5
5
5

　

sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

国
際
交
流
員
リ
ン
の

「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」
第
１
回

イ
ー
ス
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

広
報
し
も
つ
け　
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･
５
月
号


	

